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P hoto 深まる秋に佐久路を駆ける
　10月18日、駒場公園を発着点に第19回佐久市
ハーフマラソン大会を行いました。集まった市民
ランナーの皆さんは、仲秋のさわやかな風を感じ
ながら心地よい汗を流していました。
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平
成
21
年
度

市
政
功
労
・
市
長
表
彰

　

平
成
21
年
度
市
政
功
労
・
市
長
表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
市
政
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
な
ら
び
に
技
能
功
労
の
皆
さ
ん
は
、
11
月
５
日
に
市
役
所
で
、
ま
た
、
福
祉
関
係
の
皆
さ
ん
は
、

11
月
12
日
に
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
23
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
市
長
表
彰
】

地
方
自
治

関
口
不
二
人
さ
ん
（
安
原
）

仁
科
英
太
郎
さ
ん
（
前
山
）

細
谷　

繁
夫
さ
ん
（
田
口
）

井
上　

順
喜
さ
ん
（
岩
村
田
）

井
出　
　

舜
さ
ん
（
田
口
）

相
沢　

昭
子
さ
ん
（
平
賀
）

髙
村　

欣
一
さ
ん
（
春
日
）

社
会
教
育

持
田　
　

実
さ
ん
（
中
込
）

　

平
成
元
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

４
月
ま
で
の
20
年
間
に
わ
た
り
、

佐
久
市
長
と
し
て
市
政
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
政
功
労
表
彰
】

地
方
自
治
の
振
興

三
浦　

大
助
さ
ん（
伴
野
）

技
能
功
労

 

（
職
種
・
経
験
年
数
・
住
所
）

沖
津　

節
江
さ
ん

 

（
美
容
師
・
52
年
・
臼
田
）

高
橋　

久
夫
さ
ん

 

（
鉄
構
工
・
50
年
・
湯
原
）

上
野　

恭
弘
さ
ん

 

（
製
菓
衛
生
士
・
53
年
・
中
込
）

中
澤　

達
人
さ
ん

 

（
畳
師
・
40
年
・
岩
村
田
）

伴
野　

幸
男
さ
ん

 
（
配
管
工
・
45
年
・
跡
部
）

在宅介護で表彰された皆さん

市政振興・技能功労で表彰された皆さん

石
井　

信
一
さ
ん

 

（
大
工
・
45
年
・
三
塚
）

香
川　

仁
平
さ
ん

 

（
調
理
師
・
42
年
・
前
山
）

在
宅
介
護

春
原　

二
一
さ
ん
（
八
幡
）

山
田　

米
吉
さ
ん
（
瀬
戸
）

大
竹　

貞
江
さ
ん
（
取
出
町
）

清
水
せ
つ
江
さ
ん
（
野
沢
）

市
川　

眞
澄
さ
ん
（
中
込
）

神
津
志
津
子
さ
ん
（
長
土
呂
）

植
松　

昌
子
さ
ん
（
鍛
冶
屋
）
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選
考
の
視
点

①
佐
久
市
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と

②
地
域
の
特
性
と
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

③
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と

●
市
の
木　

か
ら
ま
つ

　

佐
久
市
の
高
原
的
な
イ
メ
ー
ジ
に

合
っ
て
い
る
（
牧
場
の
か
ら
ま
つ

並
木
な
ど
）

●
市
の
花　

コ
ス
モ
ス

　

国
道
２
５
４
号
沿
い
の
コ
ス
モ
ス

街
道
は
観
光
名
所
と
し
て
全
国
的

に
名
高
い

●
市
の
魚　

佐
久
鯉

　

地
域
団
体
商
標
登
録
さ
れ
、
佐
久

市
の
特
産
物
と
し
て
全
国
的
に
名

高
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

■
佐
久
市
の
市
民
憲
章（
案
）お
よ
び
シ
ン
ボ
ル（
案
）

佐
久
市
市
民
憲
章
（
案
）

〈
前　

文
〉

　

佐
久
市
は
、
浅
間
・
荒
船
・
八
ヶ
岳
・
蓼
科
の
雄
大
な
山
な
み
と
、
千
曲
の
清
流
、
満
天
の
星
空
に
抱
か
れ
、

豊
か
な
自
然
や
先
人
の
築
い
た
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ
た
、
美
し
い
高
原
の
ま
ち
で
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
を
受
け
継
ぎ
、
輝
く
未
来
へ
躍
進
す
る
、
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

〈
本　

文
〉

一

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
、
清
ら
か
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

歴
史
と
伝
統
に
親
し
み
、
教
養
を
深
め
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

働
く
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
持
ち
、
産
業
の
発
展
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

心
身
と
も
に
健
康
で
、
互
い
の
命
を
尊
重
し
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
５
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
、
誰
も
が
親
し
み
や
す
い
、
新
市

と
し
て
の
新
た
な
市
民
憲
章
お
よ
び

シ
ン
ボ
ル
の
制
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
２
月
か
ら
、
佐
久
市
市
民
憲

章
・
シ
ン
ボ
ル
制
定
審
議
会
を
設
置

し
審
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
素
案
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
を
参
考
に
し
、
同
審
議
会
で

検
討
を
加
え
た
う
え
で
、
最
終
的
に

新
市
の
市
民
憲
章
お
よ
び
シ
ン
ボ
ル

を
制
定
し
ま
す
（
制
定
時
期
は
平
成

22
年
３
月
を
予
定
）。

対　

象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
方
や
市
内
に
事
務
所
・
事

業
所
を
有
す
る
法
人
・
団
体

提
出
期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
21
日
㈪

素
案
の
閲
覧
場
所
（
12
月
１
日
㈫
以

降
）
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
／
企
画

課
／
各
支
所
総
務
課
／
各
出
張
所

／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必

ず
題
名
を
「
市
民
憲
章
・
シ
ン
ボ

ル
意
見
書
」
と
し
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

（
指
定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

な
お
、
電
話
や
口
頭
で
の
受
付
は

 

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

 

（
い
ず
れ
の
方
法
も
期
間
内
必
着
）。

　

①
電
子
メ
ー
ル

 

②
郵
便
（
〒
３
８
５
│
８
５
０
１

佐
久
市
中
込
３
０
５
６
番
地

佐
久
市
役
所
企
画
課
宛
）

 

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

 

④
企
画
課
へ
持
参
（
市
役
所
４
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ 

企
画
課
企
画
調
整
係 

☎
６
２
│
３
０
６
７
（
直
通
）

 
 

 

J
６
３
│
１
６
８
０

 
 

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
city.saku.nagano.jp

佐
久
市
シ
ン
ボ
ル（
案
）
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ふりかえって

主なできごと
1月～12月

2月
●
佐
久
総
合
病
院
再
構
築
問
題
に
係
る
三
者
協
議
に
お
い
て
知
事

裁
定
案
を
合
意

●
中
部
横
断
自
動
車
道「
臼
田
ト
ン
ネ
ル
」が
貫
通

●
佐
久
市
米
粉
利
活
用
推
進
研
究
会
を
設
立

3月
●「
第
一
次
佐
久
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」を
策
定

●
浅
科
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

●「
佐
久
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定

●
佐
久
市
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

●
主
要
地
方
道
川
上
佐
久
線
羽
黒
山
バ
イ
パ
ス
が
開
通

●
国
道
１
４
１
号
４
車
線
化
工
事（
臼
田
地
区
）が
完
成

●
湯
川
親
水
公
園
が
完
成

●
切
原
児
童
館
が
開
館

●「
定
額
給
付
金
」・「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」の
申
請
受
付
を
開
始

●
野
沢
会
館
内
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
整
備

●「
佐
久
市
立
国
保
浅
間
総
合
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定

7月
●
佐
久
総
合
病
院
再
構
築
に
係
る
臼
田
地
区
住
民
説
明
会
を
開
催

●
臼
田
中
学
校
・
泉
小
学
校
改
築
事
業
に
着
手

●
岩
﨑
弘
副
市
長
が
就
任

●
浅
間
中
学
校
普
通
教
室
棟
が
完
成

●
浅
間
総
合
病
院
開
院
50
周
年
記
念
病
院
祭
を
開
催

●
川
村
吾
蔵
記
念
館
が
竣
工

8月
●
佐
久
市
子
ど
も
未
来
館
入
館
者
が
65
万
人

●
柳
田
市
長
と
並
木
議
長
が
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
ス
フ

バ
ー
ト
ル
区
を
公
式
訪
問

●「
販
路
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業
」園
児
た
ち
に
よ
る
プ
ル
ー
ン
狩
り
体
験

を
実
施

9月
●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
事
業
を

実
施

●
佐
久
総
合
病
院
再
構
築
に
関
す
る
覚
書
の
締
結

「信州大学と佐久市との連携に関する協定」の締結（１月）

栄養改善教室を開催（5月）

佐久地域休日小児科急病診療センター
事業を開始（10月）

浅間総合病院開院50周年記念
病院祭を開催（７月）

1月
●「
佐
久
市
農
・
商
・
工
連
携
地
産
地
消
推
進
プ
ラ
ン
」を
策
定

●
故
吉
沢
國
雄
先
生
を
偲
ぶ
会
を
挙
行

●「
信
州
大
学
と
佐
久
市
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」の
締
結

●「
佐
久
市
総
合
文
化
会
館
建
設
事
業
基
本
設
計（
案
）」市
民
説
明

会
・
意
見
交
換
会
を
開
催

6月
●
広
報
佐
久
へ
の
有
料
広
告
掲
載
を
開
始

●
第
２
回
定
例
市
議
会
で
柳
田
市
長
が「
総
合
文
化
会
館
の
慎
重

な
検
討
」の
考
え
を
表
明

●
浅
間
総
合
病
院
開
院
50
周
年
記
念
連
続
講
演
会
を
開
催

●
佐
久
市
創
年
セ
ミ
ナ
ー
が
開
講

●
浅
間
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
に
着
手
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佐久市政
平成21年を  

2009年
4月
●
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始

●
乳
幼
児
福
祉
医
療
給
付
事
業
対
象
者
を「
小
学
校
就
学
前
」か
ら

「
中
学
校
就
学
前
」ま
で
拡
大

●
佐
久
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
望
月
が
開
園

●
佐
久
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
な
ら
び
に
佐
久
市
長
選
挙
を
執
行

●
景
観
行
政
団
体
へ
移
行

●
三
浦
大
助
市
長
が
退
任

●
柳
田
清
二
市
長
が
就
任

●
竹
花
健
太
郎
副
市
長
が
退
任

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

●
佐
久
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

5月
●
栄
養
改
善
教
室
を
開
催

●
佐
久
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
を
開
催

●
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
駐
日
大
使
が
中
込
・
浅
科
中
学
校
で
特
別

授
業

●
佐
久
市
乳
幼
児
学
級
が
開
講

●
佐
久
市
中
小
企
業
振
興
資
金「
貸
付
預
託
金
」「
利
子
補
給
金

等
」が
臨
時
議
会
で
議
決

●
木
内
清
教
育
長
が
退
任

●
土
屋
盛
夫
教
育
長
が
就
任

11月
●
村
島
隆
太
郎
診
療
部
長
が
浅
間
総
合
病
院
長
に
就
任

●
市
政
功
労
・
市
長
表
彰
表
彰
式
を
挙
行

●
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
ス
フ
バ
ー
ト
ル
区
子
ど
も
交

流
を
開
催

●
道
整
備
交
付
金
事
業「
林
道
大
河
原
線
」改
良
工
事
が
完
成

12月
●
佐
久
総
合
病
院
再
構
築
に
係
る
中
込
中
央
区
等
の
住
民
説
明
会

を
開
催

●
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を
指
定

切原児童館が開館（３月）

柳田清二市長が就任（４月）

浅間中学校普通教室棟が完成（７月）

市営住宅相生団地他建替工事
（Ａ棟）に着手（10月）

※
11
月
・
12
月
に
は
、予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

10月
●
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
久「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
佐
久
」

が
開
所

●
市
営
住
宅
相
生
団
地
他
建
替
工
事（
Ａ
棟
）に
着
手

●「
佐
久
市
景
観
条
例
」・「
佐
久
市
景
観
計
画
」が
全
面
施
行

●
佐
久
地
域
休
日
小
児
科
急
病
診
療
セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始

●「
佐
久
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
策
定

●
佐
久
総
合
病
院
の
再
構
築
に
関
し
て
厚
生
連
に
要
請

●
佐
久
市
燃
料
電
池
体
験
教
室
を
開
催

●「
販
路
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業
」園
児
た
ち
に
よ
る
き
の
こ
狩
り
体
験
を

実
施

●「
佐
久
市
総
合
文
化
会
館
管
理
運
営
基
本
計
画
策
定
業
務
」の
契

約
を
締
結

●
北
原
信
三
浅
間
総
合
病
院
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特集
～佐久市から世界の舞台に挑戦した

アスリートたち～
　今年、佐久市から上野裕一郎さん、高橋恵さん、土屋凌我くんの３人が、日の丸を背負い、日
本の代表として、それぞれの競技で世界の舞台に立ちました。
　上野裕一郎さんは、「日本陸上競技選手権大会」男子1,500mと5,000ｍの両種目で優勝し、
ドイツのベルリンで開催された「世界陸上競技選手権大会（世界陸上）」男子5,000ｍに出場し
ました。
　高橋恵さんは、国内のゴルフ大会「ロレックスジュニアゴルフチャンピオンシップ」で上位入賞
し、フランスのエビアンで開催された「エビアンマスターズジュニアカップ」に出場しました。
　土屋凌我くんは、中国の貴州で開催された自転車の「2009バイクトライアル世界選手権」ベ
ンジャミンクラス（1997年～1999年生まれ）に出場しました。
　今回、この３人の皆さんに、世界に挑戦した感想や、これからの目標や夢について語っていただ
きましたので、ご紹介します。

陸上競技・長距離で世界の舞台へ
上野　裕一郎（うえの　ゆういちろう）さん
エスビー食品㈱・根岸

◆世界大会に出場した感想を聞かせてください
　今回は、全くいいところがなかったというのが正
直なところです。世界陸上の代表選手選考会を兼ね
た日本選手権には、コンディションのピークを持っ
ていくことができたものの、その後の世界陸上まで
の調整に失敗してしましました。
　また、私自身トラック競技での世界大会出場が初
めてで、レースプランが立てられないままスタート
するなど、まさしく「迷走」という言葉がよくあて
はまるような大会だったような気がします。

◆これからの目標や夢を聞かせてください
　今回は、失敗ばかりで、屈辱的な世界陸上でした
が、その反面、今後自分が何をするべきかという課
題をはっきり示してくれた大会でもありました。
　5,000ｍをメイン競技とし、2011年の世界陸上

日本陸上競技選手権大会（広島）
男子1,500ｍ…優勝（3分42秒51）　　男子5,000ｍ…優勝（13分41秒04）

世界陸上競技選手権大会（ドイツ・ベルリン）
男子5,000ｍ…34位

大邱（テグ）大会（韓国）では、
自分のレースで予選通過を狙
い、2012年のロンドンオリン
ピック（イギリス）を集大成と
したいと思っています。

◆市民の皆さんに
　メッセージをお願いします
　地元の皆さんには、いつも
応援していただき、大変感謝しています。地元の皆さんから
応援していただいたり、支えていただくことは、私にとって
大変心強いものになっています。市民の皆さんには、ぜひ、
いろいろなスポーツに興味を持っていただき、世界大会や全
国大会ということではなく、佐久市出身のすべてのスポーツ
選手の人たちを、応援していただけたらと思っています。
　これからも温かいご声援をよろしくお願いします。
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ゴルフで世界の舞台へ
高橋　恵（たかはし　めぐみ）さん
佐久長聖中学校１年・佐久平駅北

◆世界大会に出場した感想を聞かせてください
　私にとって世界への挑戦のまさに第一歩だったと思
います。毎日の積み重ねが、優勝という形になったこ
とは、とてもうれしいことです。
　世界は広く、言葉は通じなくても、ゴルフを通して
いろいろな国に、たくさんの友達ができたことは、私
の人生の財産になりました。

◆あこがれの選手もしくは目標とする選手はいますか
　女子ゴルフのメジャー大会である、全米・全英女子
オープンに、アマチュア時代に上位入賞したこともあ
るアメリカの女子プロゴルファー、ミシェル・ウィー
選手です。

◆これからの目標や夢を聞かせてください
　改めてゴルフは世界共通のスポーツであることを実
感しました。ですから、世界で活躍できるゴルファー
になりたいです。具体的には、女子ゴルフのメジャー
大会である、全米や全英の女子オープンに出場し、優
勝できるようなプロゴルファーになるのが夢です。
　それには、夢をかなえるために協力してくれる周り
の人たちを大切にしながら、感謝を忘れずに、夢に向
かって毎日を大切にしたいと思います。

エビアンマスターズジュニアカップ
 （フランス・エビアン）…優勝（140ストローク）
１日目…72ストローク
２日目…68ストローク
※140ストロークは、男女合わせても最高スコアー

バイクトライアルで
世界の舞台へ

土屋　凌我（つちや　りょうが）くん
浅科小学校４年・塩名田

◆世界大会に出場した感想を聞かせてください
　昨年は、１つ下のクラスの「プッシングクラス」で
世界と全日本両方のチャンピオンになり、今年は、「ベ
ンジャミンクラス」初挑戦の年でした。緊張で体が硬
くなって、最初のセクションで、いきなり転んでしま
ったけど、それからあとは開き直って、ほとんどミス
なくできました。
　その結果、優勝することができ、２年連続で世界チ
ャンピオンになれて、とてもうれしかったし、楽しか
ったです。

◆あこがれの選手もしくは目標とする選手はいますか
　今年日本人で初めて最上級クラスのエリートクラス
で世界チャンピオンになった寺井一希選手です
◆これからの目標や夢を聞かせてください
　練習をがんばって、３年連続で世界と全日本両方の
チャンピオンになりたいです。
　それと、埼玉に行ったときに一緒に練習している寺
井一希選手のように、将来は、エリートクラスで世界
チャンピオンになりたいです。

第１戦　近畿大会（兵庫県）…優勝
第２戦　中部大会（岐阜県）…優勝

第３戦　関東大会（長野県）…優勝
第４戦　中国大会（広島県）…優勝

2009バイクトライアル世界選手権平塘大会（中国・貴州）…優勝
2009年全日本選手権バイクトライアルシリーズ
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　今回の新型インフルエンザワクチン接種は、あくまでも個人の意思を尊重した「任意接種」です。
　優先接種対象者についても、必ず接種しなければならないものではなく、該当する方のうち、希望
する方が接種をするものです。

■ワクチンの優先接種について
⑴優先順位を設定する理由
　新型インフルエンザのワクチンについては、当面確保できるワクチンの総量が限られており、その中か
ら一定量が医療機関に順次供給される予定です。そのため、死亡や重症化のリスクが高い方を優先するこ
と、また、その方の治療に従事する医療従事者を優先することが基本的な方針とされています。

⑵優先的に接種される対象者と接種スケジュールなど
　優先的に接種される対象者は、市が 10月 29日に配布したお知らせ表のとおりで、そのうち、接種の
受け付けが始まっているのは、次の表の接種対象者の皆さんです。11月 11日、厚生労働省が接種回数
の見直しをしたことを受け、長野県は、国の動向に応じ対応の検討に入っています。次の表以外の優先接
種対象者にあたる「小学校１～３年生」、「１歳未満の乳児の保護者等」、「小学校高学年」、「中学生」、「高
校生・高齢者」については、県の検討により、接種スケジュールが変更になる可能性がありますので、長
野県からの情報にご注意ください。

接種対象者 接種が可能な期間
（予約開始日） 接種対象となる要件 接種時に必要な書類等 接種方法

妊婦の方 ３月下旬まで
（受付中）

接種をする日時点で、妊娠している方 「母子健康手帳」

かかりつ
け医に相
談してく
ださい。

基礎疾患を
有する方（最優先）

１月中旬まで
（受付中）

次の基礎疾患があり、入院中または通
院中の方
「慢性呼吸器疾患」、「慢性心疾患」、「慢
性腎疾患」、「慢性肝疾患」、「神経疾患・
神経筋疾患」、「血液疾患」、「糖尿病」、
「疾患や治療に伴う免疫抑制状態」、
「小児科領域の慢性疾患」

かかりつけ医が発行する
「優先接種対象者証明書」
※かかりつけ医が接種す
る場合は必要ありません

基礎疾患を
有する方（その他）

12月９日～１月下旬
（受付中）

幼児
（１歳～就学前）

12月９日～２月中旬
（受付中）

接種をする日時点で、１歳以上、
小学校就学前の方

「母子健康手帳」または「各
種健康保険被保険者証」

接種可能
な医療機
関へ予約
してくだ
さい。

新型インフルエンザワクチン
任意接種が始まりました

ワクチン接種は予防を目的としているものではありませんので、引き続き感染防止に努めましょう。
■新型インフルエンザの感染拡大を防ぐための予防方法
①手洗い・うがいを心掛けましょう。また、咳やくしゃみを押さえた手、鼻をかんだ手は直ちに洗うこと
も必要です。
②栄養と休養を十分とりましょう。
③人混みや繁華街への外出の際、帰宅時には、うがい・手洗いをしましょう。
④適度な温度、湿度（50～ 60％）を保ちましょう。
⑤「咳エチケット」を行いましょう。《広報佐久10月号をご覧ください》

■発熱などの相談・医療機関の受診について
●かかりつけ医など最寄りの医療機関で診療を受けられます。
●発熱などで医療機関を受診する際は、かかりつけ医などの医療機関、または、かかりつけ医などがいな
い場合には、保健所へあらかじめ電話をし、受診方法などを確認してください。
●受診するときは、必ずマスクを着用してください。
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■接種回数
　10月29日付各戸配布のお知らせで、接種回数
は３～４週間の間隔で２回接種となっています
が、11月11日の国の見直しで、優先接種対象者の
うち、健康な成人などは、１回接種でも良いとさ
れました。
　詳細については、かかりつけ医または医療機関
にご相談ください。

■接種費用
　新型インフルエンザの接種費用は、接種を受け
る方に実費を負担していただきます。
※接種の日に医療機関の窓口でお支払いください。

１回目…3,600円
２回目…2,550円
（ただし、１回目と異なる医療機関で接種する場
合は、3,600円）

■接種費用の助成
　次のいずれかの条件に該当する方は、接種費用
の全額が助成されます。
①生活保護法の適用を受けている方（接種時）
②平成21年度市民税非課税世帯に属する方
助成を受ける方法
■市内医療機関で接種を受ける場合
●接種時に佐久市が発行する証明書を医療機関
に提出することにより、窓口での負担が免除
されます。
●証明書は、事前に健康づくり推進課保健推進
係または各支所健康づくり推進係に交付申請
をしてください。その場で審査の上、該当者
に交付されます。
●申請の際には、印鑑、本人確認ができるもの
（保険証または免許証など）をご持参くださ
い。

■ワクチン接種の予約にあたっての注意事項
　限られた数量のワクチン接種を円滑に実施す
るため、ワクチン接種は予約が必要です。
　その際、複数の医療機関に予約すると、ほかの
方のワクチン接種が遅れてしまう可能性があり
ますので、複数の医療機関へは予約をしないでく
ださい。

■お問い合わせ
健康づくり推進課保健推進係
☎62－3196（直通）または
各支所健康づくり推進係

新型インフルエンザ予防接種実施医療機関
医 療 機 関 名 所 在 地 電話番号

1 浅科診療所 塩 名 田 58-2100

2 浅間総合病院 岩 村 田 67-2295

3 雨宮病院 下小田切 82-5311

4 大森小児科医院 望 月 53-2135

5 岡田医院 協 和 53-2123

6 おがわクリニック 望 月 53-0162

7 荻原医院 岩 村 田 67-2051

8 金澤病院 岩 村 田 67-2048

９ 川西赤十字病院 望 月 53-3011

10 工藤医院 中 込 62-0475

11 くろさわ病院 中 込 64-1711

12 小林内科クリニック 佐久平駅北 66-0500

13 小松耳鼻咽喉科クリニック 岩 村 田 66-6300

14 小山医院 野 沢 62-2133

15 こやまクリニック 蓬 田 58-2233

16 佐久総合病院 臼 田 82-3131

17 佐久総合病院美里分院 臼 田 81-4500

18 佐久平透析クリニック 岩 村 田 65-7700

19 佐久平ファミリークリニック 岩 村 田 88-7200

20 佐久中央医院 中 込 63-1001

21 佐久長土呂クリニック 長 土 呂 68-7899

22 さくらこどもクリニック 佐久平駅北 78-3232

23 さとう小児科 岩 村 田 66-1772

24 さとう泌尿器科クリニック 岩 村 田 68-2233

25 しのはら形成・皮ふクリニック 岩 村 田 67-8825

26 関口小児科医院 中 込 62-7151

27 高橋医院 望 月 53-2366

28 田嶋クリニック 臼 田 81-5151

29 つかばらクリニック 塚 原 66-1711

30 つつみハートクリニック 臼 田 82-0223

31 角田医院分院 岩 村 田 68-0550

32 都甲クリニック 三 塚 64-1050

33 野澤医院 平 賀 62-0272

34 まつざきクリニック 猿 久 保 66-6677

35 みついクリニック 新 子 田 66-6806

36 山浦耳鼻咽喉科医院 原 63-0052

◎この表は、県が公表している 11月６日現在の状況です。
◎ 10月 29 日付の各戸チラシに掲載の内容から一部変更
されています。

※上記以外の医療機関でも、かかりつけ患者さんへの接
種を実施する医療機関がありますので、詳しいことはか
かりつけ医にご相談ください。
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浅間総合病院祭

平
成
21
年
度

一般会計および
特別会計の予算等の状況

　平成21年度一般会計および特別会計の上半期（４月１日から９月30日）の予算状況ならびに９月30
日現在の市有財産・市債・一時借入金等の状況についてお知らせします。
　平成21年度一般会計の当初予算は、415億5千万円となりました。その後、８回の補正予算を編成し
て、９月30日現計予算額は、464億8,390万8千円となり、前年度同期の合計額と比較して、額で35億
3,763万1千円、率で7.1％の減となりました。

平成21 年度 上半期一般会計予算等の状況 （単位：千円）

総務費
8,049,533千円

教育費
6,898,293千円

公債費
5,442,873千円

民生費
10,884,587千円

土木費
7,534,238千円

農林水産業費　1,038,896千円
消防費　1,143,818千円
商工費　2,368,903千円
衛生費　2,723,792千円

議会費 262,739千円
労働費 106,234千円
予備費 30,000千円
災害復旧費 2千円

歳出合計 46,483,908千円
（市民１人当り予算額　459,963円/人）

市債および一時借入金の現在高 （平成21年９月30日現在）

■市 債 元 金 37,453,272千円（一般会計分）
（市民１人当り市債元金残高　370,604円/人）

■一時借入金 なし
※人口は、外国人登録人口を含む（平成21年10月1日現在）

市有財産の状況 （平成21年９月30日現在）

■土　地 23,453,576.84ｍ2

 宅　地 1,877,388.28ｍ2

 山　林 18,379,017.12ｍ2

 原　野 908,486.65ｍ2

 牧　場 354,308.00ｍ2

 その他 1,934,376.79ｍ2

■建　物 517,941.70ｍ2

■立　木 309,655.00ｍ3

浅間中学校普通教室棟

市　税
11,150,000千円

地方交付税
9,913,726千円

ゴルフ場利用税交付金 38,000千円
利子割交付金 24,000千円
交通安全対策特別交付金 17,000千円
配当割交付金 4,000千円
株式等譲渡所得割交付金 2,000千円
寄附金 1,702千円

ゴルフ場利用税交付金 38,000千円
利子割交付金 24,000千円
交通安全対策特別交付金 17,000千円
配当割交付金 4,000千円
株式等譲渡所得割交付金 2,000千円
寄附金 1,702千円

ゴルフ場利用税交付金 38,000千円
利子割交付金 24,000千円
交通安全対策特別交付金 17,000千円
配当割交付金 4,000千円
株式等譲渡所得割交付金 2,000千円
寄附金 1,702千円

財産収入 59,478千円
自動車取得税交付金 130,000千円
地方特例交付金 155,525千円
使用料及び手数料 512,986千円
地方譲与税 527,000千円
繰越金 818,836千円
地方消費税交付金 870,000千円
分担金及び負担金 1,013,250千円
県支出金 1,756,000千円

繰入金
4,907,571千円

諸収入
4,944,534千円

市　債
5,430,200千円

国庫支出金
4,208,100千円

歳入合計

46,483,908千円
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平成21年度 上半期特別会計予算等の状況 （単位：千円）

平成20年度 佐久市財政健全化判断比率
地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴い算出される、平成20年度決算に基づく財政健全化判
断比率は、以下のとおりです。

健全化判断比率 平成 20年度 早期健全化基準※１ 財政再生基準※2 備　　　考
①実質赤字比率 －（％） 12.06（％） 20.00（％） 赤字はありません
②連結実質赤字比率 － 17.06 40.00 赤字はありません
③実質公債費比率 7.8 25.0 35.0
④将来負担比率 － 350.0 － 数値はありません

※１早期健全化基準：自主的な歳出削減等の改善策を講じ、財政状況の健全化を図るための基準。①～④の比率が一
つでも基準を超えた場合には、早期健全化団体となり、｢財政健全化計画」の策定が必要。

※２財政再生基準：国の管理の下、財政状況の健全化を図るための基準。①～③の比率が一つでも基準を超えた場
合には、財政再生団体となり、「財政再生計画｣の策定が必要。

①実質赤字比率…一般会計と特別会計(臼田啓明園、臼田学園、住宅新築資金等貸付、生活排水処理、奨学資金、情報
通信設備、飲料水供給施設)の歳入総額から歳出総額を差し引いた額がマイナス（赤字）になる場合に算出される
比率です。

②連結実質赤字比率…佐久市の一般会計と公営企業会計を除く全特別会計の歳入総額から歳出総額を差し引いた
額と公営企業会計の資金不足額の合計額が、マイナス（赤字）になる場合に算出される比率です。

③実質公債費比率…佐久市の全会計および所属する一部事務組合の公債費（借入金の返済金）に当てた一般財源の
合計額等を、その団体の標準的な財政の規模で割った比率です。

④将来負担比率…佐久市および一部事務組合の起債（借入金）残高、退職金見込額、第３セクター、土地開発公社に対
する負担見込額等の合計額の一般財源必要額を、その団体の標準的な財政の規模で割った比率です。

※将来負担比率については、負担見込額等の合計額を、充当可能基金残高および交付税算入見込額等の合計額（特定
財源）が上回ったため、「数値なし」となりました。

特 別 会 計 名 当初予算額 補正額 現 計（9/30現在）

国 民 健 康 保 険 会 計
事 業 勘 定 8,907,456 72,973 8,980,429 
へき地内山診療所勘定 1,303 1,303
浅 科 診 療 所 勘 定 51,609 51,609

介 護 保 険 会 計 7,535,808 31,728 7,567,536
臼 田 啓 明 園 会 計 173,077 862 173,939
臼 田 学 園 会 計 96,611 558 97,169
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 会 計 936,730 936,730
老 人 保 健 医 療 会 計 65,887 16,535 82,422 
後 期 高 齢 者 医 療 会 計 805,250 4,206 809,456 
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 会 計 67,607 594 68,201 
介 護 老 人 保 健 施 設 会 計 258,183 4,536 262,719 
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業 会 計 681,755 6,096 687,851 
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 419,094 5,460 424,554 
生 活 排 水 処 理 事 業 会 計 91,178 11,046 102,224
奨 学 資 金 会 計 28,687 28,687
情 報 通 信 設 備 事 業 会 計 114,637 114,637 
飲 料 水 供 給 施 設 会 計 10,718 10,718
茂 田 井 財 産 区 会 計 1,701 1,701

国保浅間総合病院事業会計

収 益 的 収 入 5,613,038 9,059 5,622,097 
収 益 的 支 出 5,875,206 5,875,206 
資 本 的 収 入 298,876 4,000 302,876 
資 本 的 支 出 505,069 5,225 510,294 

公 共 下 水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 入 1,949,253 1,949,253 
収 益 的 支 出 1,930,552 1,930,552 
資 本 的 収 入 2,541,324 104,742 2,646,066 
資 本 的 支 出 3,695,029 93,951 3,788,980 

合　　　　　　　　　　　　計 32,253,147 253,770 32,506,917 
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平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針

　

市
で
は
、
次
の
方
針
に
基
づ
い
て
平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
を
編
成
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方（
要
旨
）

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
一

次
佐
久
市
総
合
計
画
を
指
針
と
し
て
、

「
叡
智
と
情
熱
が
結
ぶ
、
21
世
紀
の

新
た
な
文
化
発
祥
都
市
」
の
実
現
を

図
る
も
の
と
す
る
が
、
合
併
５
年
を

経
過
す
る
中
で
、
将
来
の
発
展
を
見

据
え
た
施
策
展
開
を
図
る
た
め
、

①
『
世
界
最
高
健
康
都
市
の
構
築
』

②
『
交
流
人
口
の
創
出
』

③
『
安
全
安
心
な
子
育
て
支
援
』

④
『
地
域
経
済
の
活
性
化
』　

⑤
『
徹
底
し
た
情
報
公
開
に
基
づ
く

　
　

市
民
参
加
型
市
政
の
実
現
』

を
最
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
、
合
併

に
伴
う
特
例
措
置
を
有
効
に
活
用
し
、

財
政
の
健
全
性
に
配
意
し
つ
つ
、
予

算
の
編
成
を
進
め
る
。
な
お
、
全
て

の
事
業
に
つ
い
て
、
特
に
『
交
流
人

口
の
創
出
』
及
び
『
地
域
経
済
の
活

性
化
』
の
２
つ
の
視
点
に
配
意
し
た

事
業
展
開
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

平
成
22
年
度

予
算
編
成
基
本
方
針（
抜
粋
）

（
総　

則
）

●
職
員
の
意
識
改
革
及
び
発
想
の
転

換
に
よ
り
、
常
に
事
業
の
見
直
し

を
念
頭
に
置
き
、
真
に
市
民
が
必

要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

か
を
見
極
め
る
と
共
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
施
策
展
開
を
進
め
、
市
民
満
足

度
の
向
上
を
図
る
。

●
現
下
の
社
会
・
経
済
情
勢
等
か
ら
、

一
般
財
源
の
総
額
は
一
段
と
厳
し

い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
一
般
財
源
の
増
加
に
つ
な

が
る
事
業
を
優
先
的
に
選
択
す
る
。

●
事
業
の
選
択
と
集
中
に
努
め
、
事

業
の
拡
大
・
新
設
に
当
た
っ
て
は
、

既
存
事
業
の
縮
小
・
廃
止
と
合
わ

せ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

特
に
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、

終
期
の
設
定
を
徹
底
し
、
あ
ら
か

じ
め
達
成
期
限
や
総
事
業
費
等
の

数
値
目
標
及
び
費
用
対
効
果
を
明

確
に
す
る
。

●
新
規
大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
佐
久
市
総
合
計
画
及
び
実
施

計
画
と
の
整
合
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
組
織

横
断
的
に
十
分
な
調
整
を
図
る
。

●
真
に
必
要
な
施
策
に
要
す
る
経
費

と
す
る
た
め
、
従
前
の
慣
例
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
業
内
容

を
根
底
か
ら
厳
し
く
洗
い
直
し
、

指
定
管
理
者
制
度
を
含
む
民
間
委

託
の
手
法
も
視
野
に
入
れ
る
と
と

も
に
、
行
財
政
の
簡
素
化
・
合
理

化
に
最
大
限
努
め
、
財
源
の
最
も

効
率
的
な
活
用
を
図
る
。

●
合
併
後
５
年
が
経
過
す
る
こ
と
か

ら
、
事
業
全
般
の
再
検
討
を
行
な

う
。
特
に
、
類
似
し
た
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
役
割
り
・
位
置
付

け
を
明
確
に
し
、
統
廃
合
を
含
め

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
。

●
歳
入
に
お
い
て
は
、
収
納
率
向
上

の
た
め
の
施
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
自
主
財
源
の
確
保
及
び
受
益

者
負
担
の
公
平
性
の
確
保
に
努
め

る
。

（
投
資
的
経
費
）

●
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
責
任
分
野
と
役
割
分
担
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
後
年
度
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
十
分
検
討
の

う
え
、
事
業
を
厳
選
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
計
画
的
・
重
点
的
配
分

に
一
層
努
め
る
。
な
お
、
国
・
県

の
予
算
編
成
の
動
向
を
注
視
し
、

財
政
支
援
措
置
の
あ
る
事
業
及
び

有
利
な
補
助
金
等
を
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
投
資
効
果
に
つ
い
て

も
、
十
分
検
証
す
る
。

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

提出期間 12月１日㈫～21日㈪
計画案の閲覧場所（12月１日㈫以降）
 市役所市民ホール・広報広聴課／各支所総務課／各出張所／市のホームページ
提出方法 住所、氏名、電話番号を記入の上、広報広聴課へ持参するか、郵送、Ｅメール、
 ファックスによる（12月21日㈪午後５時必着）
 ※指定の様式はありません。

■佐久市協働基本指針（案）
　協働のまちづくりを進めるには、市民と行政がよきパートナーとして、地域課題を共有し、
暮らしの土台である自分たちの住む地域のあり方をお互いに連携･協力していくことが大切で
す。
　今年８月から佐久市協働基本指針策定委員会を設置し、協働を進めるための仕組みや基本的
事項の検討を続けてきましたが、このたび、その素案がまとまりましたので、素案に対する市
民の皆さんからの意見を募集します。
　市民の皆さんから寄せられたご意見を参考に、同委員会で検討を加えたうえで、佐久市協働
基本指針を今年度中に策定していく予定です。多くの皆さんからのご意見をお待ちしています。

■お問い合わせ　広報広聴課協働推進係　☎62－3075（直通）　J63－1680
　　　　　　　　Eメール　kohokotyo@city.saku.nagano.jp

■お問い合わせ　財政課財政係　☎62－3038（直通）
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戸籍業務 
（市役所市民課
☎62－3087または、
各支所住民課）

●出生・死亡・婚姻届
12月29日から１月３日までは、
本庁・各支所の宿日直室で受付
（ただし、火葬場の予約は、午前
８時30分から午後５時30分ま
で）。

●火葬場の休業日
12月31日・１月１日（ただし、12
月30日の火葬は、午後１時まで）。

●諸証明の発行（本庁のみ）
休日窓口を開設する12月27日
の午前８時30分から午後０時30
分までです。

浅間総合病院
（☎67ー2295）

12月29日から１月３日まで休診
します。急患は受け付けます。

佐久情報センター
（☎64ー5556）

12月28日から１月４日まで休館
します。

子ども未来館
（☎67ー2001）

12月29日から１月１日まで休館
します。新年は、１月２日から開
館します。

児童館
12月29日から１月３日まで休館
します。つどいの広場交流センター

（☎63ー3794）

駒場公園
（☎68ー1399）

屋内プールは12月28日から１
月５日まで休業します。弓道場・
テニスコートは12月28日から１
月４日まで休業します。１月６日
からは通常営業。

佐久水道企業団
（☎62ー1290）

12月29日から１月３日まで休
みます。休み期間中の水道故障
等については、☎62ー2308で
宿日直者が対応します。

佐久市体育施設
佐久市総合体育館等スポーツ施
設は12月28日から１月３日ま
で休みます。

佐久市福祉会館
（☎62ー0589）

12月30日から１月４日まで休館
します。

近代美術館
（☎67ー1055） 12月28日から１月４日まで休館

します。
市立図書館

旧中込学校・資料館
（☎62ー7845）

12月29日から１月３日まで休
館します。生涯学習センター

（野沢会館）
（☎62ー0664）

コスモホール
（☎82ー3962）

12月28日から１月４日まで休
館します。

鎌倉彫記念館
（☎82ー7095）

交流文化館浅科
（☎58ー3304）

五郎兵衛記念館
（☎58ー3118）

天来記念館
（☎53ー4158）

望月歴史民俗資料館
（☎54ー2112）

うすだスタードーム
（☎82ー0200） 12月28日から１月５日まで休

館します。臼田文化センター
（☎82ー3634）

五稜郭　であいの館
（☎82ー0230）

12月29日から１月３日まで休
館します。

ほっとぱーく浅科
（☎58ー0581）

12月30日は営業。12月31日
から１月２日までは午前９時
から午後３時まで営業、１月３
日からは、通常営業。

あさしな温泉
穂の香乃湯
（☎58ー0033）

休まず営業します。12月31日
は午前10時から午後６時ま
で、１月１日・２日は午前10時
から午後８時まで営業、１月３
日からは通常営業。

布施温泉
（☎53ー0181）

もちづき荘
（☎52ー2515） 宿泊は休まず営業します。外

来入浴は、12月31日は午後５
時まで、１月１日は、正午から
午後８時まで、１月２日からは
通常営業。

ゆざわ荘
（☎52ー0022）

年末年始の市役所・市施設等の業務
※業務によって休みが異なりますのでご注意ください。
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年末・年始のごみの出し方

佐久長聖中学校

佐久IC

上
信
越
自
動
車
道

食肉センター入口

うな沢第2
最終処分場

佐久インターウェーブ
（小田井ショッピング
　センター）

イー・ステージ

小田井西屋敷

市役所前

佐久市総合体育館

佐久市福祉会館

うとう公園

市役所

消防署

小
海
線

J
R

中込中央区

中込原南

佐久クリーンセンター

佐久総合資源センター
協同組合

佐久市
総合体育館

光和建設

佐久総合病院

臼田支所

平元商店

臼田中央

美里

美里北

バ
イ
パ
ス

R
1
4
1

佐久総合
病院前

竹花組木工部

竹花組
アスコン工場

東部・望月線

最終処分場

清掃センター

春山商店

至みどりの村

至東御市

カクイチ

マツヤ
薬局

クリーンセンター

至望月

三井金属 境橋

千曲川

しなの鉄道

　新年を迎えるにあたり年末に大掃除を行い、不用になった物がごみと
して出ることが増える時期ですが、適正にごみの処理をしていただき環
境美化に協力をお願いします。指定袋に入るごみは分別して、収集日の
午前６時30分～午前７時30分の間（厳守）に、ごみステーションに出
してください。各施設にごみを持ち込む場合、年末・年始の処理施設の
休業日は以下のとおりとなりますので、ご注意ください。

■お問い合わせ　生活環境課環境衛生係　☎62ー3094（直通）

持ち込み施設・品目 処理料 年末年始の休業
【民間】家電製品等
イー・ステージ㈱（小田井）
☎68ー2881

有　料 12月30日㈬～１月３日㈰
【民間】家電製品等
㈱光和建設（中込）
☎62ー1494

【民間】家電製品等
㈱平元商店（臼田）
☎82ー2262

有　料 12月31日㈭～１月３日㈰【民間】古紙・金属
佐久総合資源センター協同組合
（中央区）
☎62ー5217

【市営】指定袋に入らない埋立ごみ
うな沢第２最終処分場（横根）
☎67ー1555

無　料 12月29日㈫～１月３日㈰

【公営】事業系可燃ごみ
佐久クリーンセンター（中央区）
☎62ー7337（佐久・臼田地区のみ）

無　料 12月30日㈬～１月３日㈰

【市営】コンクリートがら・ブロック・瓦・石等
うとう南沢処理場（中央区）
☎62ー2111

無　料 12月29日㈫～１月３日㈰【公営】事業系可燃ごみ
川西保健衛生施設組合（古宮）
清掃センター　☎53ー5679
（浅科・望月地区のみ）

【公営】ふとん・自転車等
川西保健衛生施設組合（古宮）
最終処分場　☎54ー2610
（浅科・望月地区のみ）

有　料 12月29日㈫～１月３日㈰

【民間】古紙・金属
春山商店（古宮）
☎53ー7667

有　料
12月30日㈬午後～
１月３日㈰

【民間】金属・粗大ごみ等
(有)三井金属（東御市田中）
☎0268ー62ー0235

有　料 12月30日㈬～１月３日㈰

※上記記載の業者の中には品目により取り扱いのできない物があります
　ので事前にご確認ください。
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　政治家（候補者、候補者になろうとする者、現に公職にある者）は、
選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状
や寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すことは禁止されています。
　また、政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対し、主としてあい
さつを目的とする有料の広告（名刺広告など）を新聞、雑誌、テレビ、
ラジオなどに出すことは、罰則をもって禁止されています。

■お問い合わせ　選挙管理委員会　☎62－3502（直通）

年末・年始のし尿汲み取りの受付
し尿汲み取りの申し込みは年末混みますので、３日前程度の余裕をもってお申し込みをしてください。

佐久・臼田
佐久平環境衛生組合（☎62ー1119）12月29日㈫から１月３日㈰まで休み
●汲み取り業者の休業期間　12月29日㈫～１月３日㈰まで休業
　浅間清掃㈲（☎62ー2025）／千曲清掃㈲（☎62ー3488）／佐久浄設工業㈲（☎82ー2653）
　㈲東信環境衛生社（☎82ー3651）

浅　科
浅麓環境施設組合（☎0267ー22ー7710）12月29日㈫から１月３日㈰まで休み
●汲み取り業者の休業期間　12月27日㈰～１月３日㈰まで休業
　浅科衛生センター（☎58ー2018）※受付は12月21日㈪まで

望　月
川西保健衛生施設組合衛生センター（☎0268ー67ー2128）12月30日㈬から１月３日㈰まで休み
●汲み取り業者の休業期間　12月30日㈬～１月３日㈰まで休業
　㈲望月広衛社（☎53ー4870）

■お問い合わせ　生活環境課環境衛生係　☎62ー3094（直通）

うな沢第２最終処分場の開場
うな沢第２最終処分場の開場を下記日程のとおり実施します。

期　日　12月27日㈰（雨天決行）
受　付　午前８時30分～正午／午後１時～４時
◆ ふとん（マットレスは受入れできません）・じゅうたん・大型プラスチック類等指定袋に入らない埋立ご
みのみの受入れとなります（どんな物が受入れてもらえるのか判断に困った場合は、事前に生活環境課　
環境衛生係へ相談してください）。

◆ 持ち込まれる際には、身分証明書(運転免許証)等を確認させていただきます（市外からの搬入を防止する
ためです）。

■お問い合わせ　生活環境課環境衛生係　☎62ー3094（直通）

政治家は、年賀状等のあいさつ状を
出すことが禁止されています

●●●●●●●

○ ○ ○ ○

●●●

 

●

○
○
○
○

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

平
成
二
十
二
年

元
旦

V
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市
民
が
主
役
！
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
！

佐
久
市
総
合
文
化
会
館
基
本
設
計
市
民
説
明
会
で
の
質
問
等

　

８
月
に
市
内
５
か
所
で
「
総
合
文
化
会
館
基
本
設
計
市
民
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
12
月
号
で
は
８
月
28
日
の
駒
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
質
疑
応
答
で
い
た
だ
い
た
主

な
質
問
と
回
答
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
か
ら
質
問
、
回
答
と
も
に
要
約
し
、
先
月
ま
で

に
掲
載
し
た
質
問
等
と
重
複
す
る
も
の
は
省
略
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
回
答
に
は
、
補
足
説
明
等
を
加
え
ま

し
た
こ
と
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
質
問
・
回
答
】

Ｑ
１　

説
明
会
や
広
報
を
見
る
と
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
建
設
す
る
と

い
う
意
向
に
感
じ
る
の
で
す
が
、

市
側
と
し
て
は
、
建
設
し
た
い
の

か
、
建
設
し
た
く
な
い
の
か
、
ど

ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
１　

市
の
立
場
は
フ
ラ
ッ
ト
の
状

態
で
す
。「
建
設
あ
り
き
」
で
も
、

「
中
止
あ
り
き
」で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
あ
く
ま
で
も
中
立
の
立
場
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
正
確
な

情
報
を
提
供
し
、
意
向
を
聞
い
た

上
で
、
来
年
の
９
月
こ
ろ
ま
で
に

は
、
総
合
文
化
会
館
の
建
設
の
是

非
に
つ
い
て
決
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　

建
設
予
定
地
周
辺
は
、
非
常

に
交
通
渋
滞
が
多
い
所
で
す
。
特

に
隣
接
の
商
業
施
設
か
ら
の
出
口

に
総
合
文
化
会
館
の
出
入
口
を
設

け
る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
渋
滞
や
一
般
道

へ
の
出
口
に
つ
い
て
、
検
討
し
直

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
２　

駐
車
場
か
ら
の
出
入
口
の
現

在
の
位
置
は
、
警
察
や
道
路
管
理

者
と
協
議
し
た
上
で
、
一
般
道
へ

の
影
響
や
周
辺
施
設
と
の
関
連
を

考
慮
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
出
入
口
は
３
か
所
あ

り
ま
す
が
、
駐
車
台
数
５
２
５
台

が
渋
滞
な
し
で
出
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
困
難
と
考
え
ま
す
。
完
全

に
渋
滞
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
運
用
の
中
で
周
辺
道
路

へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
よ
う
な

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

音
響
効
果
や
残
響
時
間
な
ど

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
数
字

が
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
３　

設
計
者
の
協
力
会
社
と
し
て
、

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
工
事
も

行
っ
た
音
響
専
門
の
会
社
が
基
本

設
計
よ
り
参
加
し
て
い
ま
す
。
新

幹
線
や
道
路
の
騒
音
・
振
動
の
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
、

音
響
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
騒
音

防
止
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
実
施
設
計

の
段
階
で
、
も
っ
と
詳
細
な
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
仮
に
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
向
と
し
て
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
工
事
の
中

で
も
専
門
家
が
最
終
調
整
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
と

し
て
は
、
ご
質
問
の
音
響
効
果
や

残
響
時
間
な
ど
の
数
字
も
大
事
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
数
字
あ

り
き
で
は
な
く
、
施
設
の
目
的
に

適
応
し
た
ホ
ー
ル
と
し
て
の
設
定

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
専
門
家
の
方

 

々
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。

Ｑ
４　

用
地
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、

建
設
中
止
と
な
っ
た
場
合
の
跡
地

利
用
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

Ａ
４　

現
在
、
市
の
内
部
に
お
い
て
、

企
画
部
門
、財
政
部
門
も
含
め「
も

し
建
設
中
止
と
な
っ
た
場
合
に
つ

い
て
」
の
検
討
も
始
め
て
い
ま
す

が
、「
何
に
利
用
す
る
か
」
と
い
う

方
向
付
け
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
の
市
の
立
場
と
し
ま
し
て
は
、

「
建
設
あ
り
き
」
で
も
「
中
止
あ
り

き
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
建

設
中
止
の
場
合
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
も
方
向
性
を
検
討
し
始
め
た

ば
か
り
で
、
決
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

Ｑ
５　

建
設
に
つ
い
て
は
決
め
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
実
施
設

計
は
建
設
を
前
提
と
し
た
も
の
で

は
な
い
の
で
す
か
。
ま
た
、
実
施

設
計
は
い
く
ら
か
か
り
、
い
つ
契

約
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
５　

実
施
設
計
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
度
の
事
業
と
し
て
現
在
、

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
契
約
に

つ
い
て
は
、
基
本
設
計
と
実
施
設

計
を
併
せ
て
「
設
計
業
務
」
と
し

て
平
成
20
年
度
、
平
成
21
年
度
の

複
数
年
度
に
渡
り
契
約
が
締
結
さ

れ
て
お
り
、
契
約
金
額
は
併
せ
て

１
億
１
，
５
５
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
施
設
計
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
詳
し
い
情
報
を
提
供

で
き
、
仮
に
建
設
す
る
と
な
れ
ば
、

す
ぐ
活
用
で
き
ま
す
。
中
止
な
ら

ば
無
駄
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、
実
施
設
計
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
判
断
を
し
て
も
ら

う
た
め
、
詳
細
な
情
報
の
提
供
に

必
要
な
経
費
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　

建
設
す
る
場
合
は
、
工
事
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

Ａ
６　

財
源
と
し
て
合
併
特
例
債
を



─ 17─

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
利
用

可
能
期
間
で
あ
る
平
成
27
年
度
ま

で
の
計
画
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
の
質
問
、
回
答
に
つ
い
て

は
、
以
上
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

各
会
場
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
紹
介

し
ま
す
。

【
意　

見
】

意
見
１　

音
楽
を
愛
す
る
者
に
と
っ

て
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
当

市
に
建
設
し
て
ほ
し
い
。

意
見
２　

後
世
の
方
々
に
、
借
金
を

残
す
べ
き
で
は
な
い
。

意
見
３　

情
報
公
開
が
わ
か
り
づ
ら

い
の
で
、
文
書
の
ほ
か
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
分
か
る
よ
う
に
、
生

の
声
で
討
論
会
を
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

意
見
４　

子
ど
も
た
ち
に
借
金
を
残

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
旧
佐
久
市
に
ホ
ー

ル
が
な
く
苦
労
が
多
か
っ
た
経
験

か
ら
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
に
は
苦

労
を
さ
せ
た
く
な
い
と
言
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
需
要
側
に

関
し
て
、「
１
，
５
０
０
席
が
満
席

に
な
る
の
か
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
９
月
に
コ
ス
モ
ホ

ー
ル
で
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

１
か
月
以
上
前
か
ら
満
席
で
、
そ

の
後
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

お
断
り
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

す
。
一
方
、
供
給
側
と
し
て
も
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
場
合
、
５
０
０
〜

７
０
０
万
円
程
度
の
興
行
費
用
が

か
か
る
と
す
る
と
、
８
０
０
席
の

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
は
、
チ
ケ
ッ
ト

価
格
を
一
席
あ
た
り
１
万
円
近
く

に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
需
要
側
と
供
給
側
の

双
方
か
ら
も
、
１
，
５
０
０
席
の

総
合
文
化
会
館
を
是
非
建
設
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
５　

総
合
文
化
会
館
は
、
文
化

団
体
だ
け
が
利
用
す
る
と
い
う
誤

解
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、

実
際
は
、
市
民
生
活
、
会
議
、
全

国
的
な
集
会
、
福
祉
活
動
を
含
め

て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
利
用
で
き

ま
す
。
動
員
力
や
事
業
の
損
益
に

つ
い
て
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

市
は
興
行
だ
け
を
目
的
に
ホ
ー
ル

運
営
を
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
行

政
と
し
て
各
種
事
業
も
こ
の
施
設

で
行
う
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

音
楽
を
聴
か
な
い
か
ら
文
化
会
館

は
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
な

施
設
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

意
見
６　

儲
か
る
、
儲
か
ら
な
い
と

い
う
考
え
方
で
文
化
会
館
建
設
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
採
算
が
取
れ
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
を
、
判
断
の
尺
度
に

し
て
ほ
し
く
な
い
。
文
化
と
い
う

の
は
、
採
算
性
で
判
断
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
建
物
の
補
修
等

を
考
え
て
も
、
絶
対
に
採
算
は
取

れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
こ
の
文
化
会
館
も
お
そ
ら

く
赤
字
に
な
る
は
ず
で
す
が
、
一

体
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
は
計
算

し
て
、
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

も
含
め
、
市
民
に
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
７　

総
合
文
化
会
館
の
建
設
で

借
金
が
さ
ら
に
生
じ
る
と
思
い
ま

す
が
、
合
併
し
て
ま
だ
４
年
し
か

経
っ
て
お
ら
ず
、
市
民
間
で
も

 

『
佐
久
市
民
』と
し
て
の
感
覚
が
薄

く
、
こ
の
よ
う
な
大
事
業
を
実
施

す
る
に
は
時
期
尚
早
と
思
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
期
限
も
あ
る
な
ら
、

も
う
少
し
財
政
を
安
定
さ
せ
て
か

ら
建
設
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

意
見
８　

協
議
会
・
懇
話
会
の
委
員

構
成
を
検
討
し
直
し
、
も
っ
と
若

い
方
を
委
員
と
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

意
見
９　

反
対
で
は
な
い
が
、
１
，

５
０
０
席
の
ホ
ー
ル
が
佐
久
市
に

必
要
か
。
10
万
都
市
に
見
合
う
設

計
で
見
直
し
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
10　

議
会
で
決
定
し
た
際
は
40

億
円
の
建
設
費
が
、
現
在
は
60
億

円
と
条
件
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

土
地
の
購
入
経
過
も
含
め
、
事
業

全
体
を
議
会
で
も
う
一
度
や
り
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
、
評
論

家
の
講
演
会
で
、
日
本
中
の
自
治

体
が
文
化
会
館
の
よ
う
な
施
設
を

建
て
た
が
、
総
じ
て
稼
働
率
が
良

く
な
く
、
失
敗
で
あ
っ
た
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。
稼
働
率
に
つ
い
て

も
考
慮
し
た
計
画
を
お
願
い
し
た

い
。

意
見
11　

文
化
・
芸
術
に
浴
し
て
い

く
権
利
も
持
つ
市
民
と
し
て
、
ぜ

ひ
10
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
文
化
会
館
を
建
設
し

て
欲
し
い
。
維
持
管
理
費
は
、
学

校
な
ど
と
同
様
に
必
要
な
経
費
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。
建
設
費
の

増
大
な
ど
の
不
透
明
な
点
に
つ
い

て
は
、
新
市
長
の
新
し
い
視
点
で
、

計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
て
も
ら

い
、
早
急
に
こ
の
問
題
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。

意
見
12　

佐
久
平
駅
前
に
建
設
す
る

と
、
二
極
化
し
て
過
疎
が
進
む
の

で
、
建
設
地
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

合
併
特
例
債
の
使
用
に
つ
い
て
、

期
限
等
は
あ
り
ま
す
が
、
元
は
私

た
ち
の
税
金
で
す
。
国
の
状
況
等

を
考
慮
し
た
上
で
検
討
し
て
ほ
し

い
。
あ
と
、
説
明
会
の
参
加
人
数

も
少
な
い
の
で
、
説
明
会
の
仕
方

も
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
13　

６
月
26
日
の
信
濃
毎
日
新

聞
に
、
上
田
市
の
交
流
文
化
施
設

で
試
算
し
た
運
営
費
が
４
億
円
と

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

市
の
財
政
に
つ
い
て
、
中
込
中
央

区
の
金
銭
的
問
題
が
徐
々
に
で
て

き
て
、
そ
れ
ら
を
優
先
的
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
住
居
の
移
動
等
の

大
き
な
問
題
が
出
て
く
る
と
即
刻

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

状
況
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

も
考
え
て
計
画
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

意
見
14　

自
主
事
業
は
、
相
当
な
赤

字
が
出
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
公

共
ホ
ー
ル
で
は
、
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
を
呼
ぶ
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、

費
用
に
約
５
０
０
万
、
入
場
収
入

が
約
２
０
０
万
円
と
言
っ
た
状
況

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
業
で
は
、

や
る
ほ
ど
赤
字
に
な
り
ま
す
。
ま

し
て
１
，
５
０
０
席
の
ホ
ー
ル
と

な
れ
ば
経
費
も
大
き
く
な
り
赤
字

は
増
大
し
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
を

計
画
し
て
も
空
席
が
目
立
つ
状
況

で
、
民
間
の
感
覚
で
は
で
き
な
い

よ
う
な
運
営
だ
っ
た
。
赤
字
に
な

っ
て
も
良
い
と
い
う
よ
う
な
感
覚

で
は
、
市
民
感
覚
と
か
け
離
れ
て

し
ま
う
の
で
、
自
主
事
業
の
実
施

状
況
等
に
つ
い
て
も
公
開
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制

度
を
採
用
す
る
な
ら
、
働
い
て
い

る
職
員
を
大
事
に
し
て
い
く
よ
う

な
制
度
と
し
て
ほ
し
い
。

意
見
15　

建
設
費
に
つ
い
て
は
、
市

は
財
源
の
計
画
等
の
資
料
で
も
、
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「
加
え
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
」

と
し
て
お
り
、
突
然
で
て
き
た
金

額
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

維
持
費
に
つ
い
て
も
、
道
路
、
橋
、

庁
舎
等
も
、
公
共
施
設
に
は
維
持

費
が
か
か
り
ま
す
。
佐
久
市
の
当

初
予
算
は
数
百
億
あ
り
ま
す
が
、

維
持
費
が
仮
に
４
億
円
、
５
億
円

で
あ
る
と
考
え
て
も
、
そ
れ
が
全

体
の
予
算
の
何
％
に
あ
た
る
の
か
。

公
共
施
設
を
管
理
す
る
上
で
、
適

切
な
予
算
で
あ
る
の
か
。
そ
の
辺

も
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
と
ん
で
も

な
い
、
無
駄
な
支
出
で
あ
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
説
明
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
極
め
て
財
政
的
に
圧
迫

さ
れ
た
将
来
予
測
は
な
い
と
い
う

事
を
、
信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
高
の
芸
術
・
文
化
と
出
会
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
中
学
、

高
校
の
感
受
性
の
強
い
時
期
に
、

こ
の
よ
う
な
施
設
が
な
い
た
め
に
、

佐
久
市
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い

か
ら
で
す
。
や
は
り
、
体
を
貫
く

よ
う
な
感
動
を
、
子
ど
も
た
ち
に

体
験
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
親
の
責

任
で
あ
り
ま
す
し
、
将
来
の
佐
久

市
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
く

の
か
と
い
う
観
点
で
、
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
16　

今
後
は
、
市
民
の
関
心
を

い
か
に
高
め
て
い
く
か
が
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
、
本
当
の
気
持
ち
が
わ
か
ら

な
い
の
で
、
市
民
の
関
心
を
高
め

る
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

意
見
17　

近
隣
の
あ
る
ホ
ー
ル
の
建

設
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
な
い
、
維
持
管
理
費
が

多
大
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
反

対
運
動
が
起
き
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
維
持
管
理
費
の
問
題
は
、
話

題
に
あ
が
ら
ず
、
多
く
の
人
に
利

用
さ
れ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
意
見

が
多
い
で
す
。
今
回
の
文
化
会
館

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
私
た
ち
も

多
く
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
年
内
に
は
実
施
設

計
が
完
了
す
る
と
い
う
中
で
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
投
票
は
必

要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

意
見
18　

建
設
費
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
し
、
ス
タ
ジ
オ
の
利
用
目
的

も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
こ
の

際
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
残
し
て
お
い

て
、
ホ
ー
ル
の
み
を
考
え
た
ら
ど

う
か
。
ス
タ
ジ
オ
が
な
く
て
も
ホ

ー
ル
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

意
見
19　

工
事
期
間
が
か
か
る
ほ
ど

に
、
社
会
情
勢
や
市
の
環
境
が
変

わ
る
だ
ろ
う
し
、
先
々
を
見
通
し

た
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
、
完
成

し
て
も
、
運
営
が
ま
ま
な
ら
な
い

と
い
っ
た
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総合文化会館基本設計市民説明会のアンケート集計結果
●質問１　あなたについてお聞きします。（該当するもの１つに○印をしてください。）　
⑴性　別 （単位：人）

会　　　場 出席者数 アンケート回答者数
男　性 女　性 計 男　性 女　性 未記入 計

交流文化館浅科 26 10 36 22 8 1 31
あいとぴあ臼田 66 16 82 50 10 2 62
野沢会館 55 4 59 40 3 0 43
浅間会館 57 13 70 43 12 1 56
駒の里ふれあいセンター 52 13 65 36 10 1 47

計 256 56 312 191 43 5 239

⑵年　齢 （単位：人）
会　　場 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 未記入 計

交流文化館浅科 0 0 1 5 13 9 3 0 31
あいとぴあ臼田 0 1 4 5 14 23 14 1 62
野沢会館 0 1 0 4 7 18 13 0 43
浅間会館 0 0 3 6 15 24 8 0 56
駒の里ふれあいセンター 0 0 3 3 14 21 6 0 47

計 0 2 11 23 63 95 44 1 239

⑶地　区 （単位：人）
会　　　場 浅間 野沢 中込 東 臼田 浅科 望月 未記入 計

交流文化館浅科 4 5 4 0 2 12 3 1 31
あいとぴあ臼田 5 4 6 0 42 0 2 3 62
野沢会館 4 32 5 1 1 0 0 0 43
浅間会館 38 1 10 5 1 0 1 0 56
駒の里ふれあいセンター 2 3 2 0 0 1 37 2 47

計 53 45 27 6 46 13 43 6 239

意
見
20　

総
合
文
化

会
館
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
民
主
的

な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
住

民
投
票
や
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
は
必
要 

な
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
住
民
投
票

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
政
側
が
行
う
な

ら
ば
、
総
合
文
化

会
館
に
限
ら
ず
、

市
民
に
賛
否
を
問

う
必
要
が
あ
る
事

業
に
は
、
ぜ
ひ
、

住
民
投
票
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

各
会
場
で
の
意
見

に
つ
い
て
は
、
以
上

に
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
各
会
場
で
実

施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
掲
載

し
ま
す
。
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〈地域別鑑賞人数〉 （単位：人）
地　域 0回 1回 2回 3～4回 5～6回 7～8回 9～10回 11～12回 13回以上 計

佐久市内 96 36 41 26 17 3 14 4 2 239
東信地域（佐久市を除く） 183 29 17 7 0 2 0 0 1 239
県　内（東信地域を除く） 186 34 11 7 1 0 0 0 0 239
県　外 162 34 20 14 6 2 1 0 0 239

●質問２　あなたは、この１年間でどのような催し物を観ましたか。（該当するもの１つに○印をしてください。）　
〈鑑賞ジャンル別年代別の集計〉 （単位：人）

鑑賞ジャンル 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 計
クラシック音楽 0 1 1 7 35 29 11 84
ポピュラー音楽 0 2 3 5 18 26 8 62
オペラ 0 0 0 2 3 8 2 15
歌謡ショー 0 0 1 2 16 25 13 57
演劇 0 0 1 4 11 17 5 38
ミュージカル 0 0 1 3 10 9 4 27
能・狂言・歌舞伎・日本舞踊 0 1 0 0 11 14 2 28
寄席（落語・漫才） 0 0 3 4 17 27 9 60
その他 0 0 2 4 4 17 6 33

計 0 4 12 31 125 172 60 404

●質問３　年に何回位、市内、市外（県外を含む）の催し物を観にいきますか。
〈年代別鑑賞回数別の集計〉 （単位：回）

年　代 佐久市内 東信地区 県内 県外 計
10代 0 人 0 0 0 0 0
20代 2 人 0 3 0 1 4
30代 11 人 11 3 3 10 27
40代 23 人 35 11 6 8 60
50代 63 人 160 17 14 61 252
60代 95 人 240 74 45 72 431
70代以上 44 人 85 12 15 24 136
未記入 1 人 0 0 0 0 0

計 239 人 531 120 83 176 910

項　　　目 件数
●建設地に関する意見・要望 8 
 １ 立地条件 6 
 ２ 交通渋滞の対応 2 
●施設整備に関する意見・要望 23 
 ３ 施設のコンセプト 7 
 ４ 設計内容 3 
 ５ ホール 9 
 ６ 諸室 3 
 ７ 駐車場 1 
●管理運営に関する意見・要望 37 
 ８ 管理運営の基本事項 4 
 ９ 管理運営体制 4 
 10 ランニングコスト 20 
 11 事業計画 9 

項　　　目 件数
●建設計画への意見・要望 26 
 12 建設の経過 4 
 13 建設計画の進め方 7 
 14 建設費・財源計画 15 
●建設の方向性に関する意見・要望 85 
 15 建設に積極的な意見 44 
 16 建設に慎重・消極的な意見 14 
 17 建設の方向性の決め方 27 
●周辺施設に関する意見・要望 15 
 18 他市の施設の状況 5 
 19 市内既存施設 10 
●その他 41 
 20 経済効果等について 6 
 21 説明会に対する意見・要望 25 
 22 その他 10 

合　　　　　計 235 
※意見の詳細については、誌面の都合もあり、今月号では、割愛させていただきました。

●質問4　本日の説明会及び総合文化会館について、ご意見をご自由にご記入ください。
〈質問４の回答に対する分類集計表（148名の方から235件のご回答をいただきました）〉

公共のホールで観たいこと、やりたいことを募集します
●市民の皆さんが公共のホールで観たいこと、やりたいことについて、具体的なご意見をお寄せください。
●ご意見には、お名前、性別、年齢、ご住所を添え、平成21年12月28日までに下記へお願いします。
※なお、お寄せいただいたご意見は、総合文化会館管理運営基本計画の参考とさせていただきますが、総合文化会館建設
を前提としたものではありません。総合文化会館建設の是非については、来年度に決定の予定です。

■お問い合わせ　総合文化会館整備推進室（野沢会館内）☎62－0664　J64－6132　 
 E-mail:sougoubunka@city.saku.nagano.jp
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12月

地元のきのこは、おいしいよ！
　地産地消を通じた佐久の物産振興のＰＲの一環とし

て、10月16日、中込第一保育園児の皆さんが、きのこ狩

りを体験しました。きのこ狩りの後は、保育園できのこを

使った料理を楽しみました。

新宿で都市と農村交流
　今年で16年目を迎えた新宿区中町と春

日「御鹿の里ふれあい塾」による都市と農

村交流。新鮮な高原野菜等の販売が大好

評の「ふれあい市」が、10月18日に新宿

で開催され、交流会には、柳田市長や中山

弘子新宿区長も参加して大盛況でした。

災害に備え、さまざまな訓練を実施災害にに備え ささまざまなな訓練を実施
　８月29日、望月総合グラウンドにおいて、佐久市総合８月299日 望月総合合グラウンドドにお て 佐佐久市総合

防災訓練を実施しました。当日は、市民・消防団・関係防災訓練練を実施しましした 当日はは 市民・消防防団・関係

団体の皆さんなど約1,700人が参加し、万一の災害に備団体 皆 んな 約 , 参参加 、万 災害 備

えて、真剣に取り組んでいました。

農産物の即売会などに長蛇の列
　11月７日、「佐久市農業祭」、「佐久市消費生活展」、「友

好都市物産と観光展」が開催され、大勢の皆さんが農

産物や友好都市の特産品などを買い求めたり、消費者団

体の皆さんが日ごろの活動の成果を展示しました。
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佐久市子どもまつりを開催
　11月８日、野沢会館で佐久市子どもまつりを開催

し、おもちゃづくりや馬頭琴コンサートを行いました。

また、モンゴル国から訪れている研修生10人も歌など

を披露し、大勢の参加者と交流を深めました。

〝信州の菊花賞〟
　11月３日、望月総合グラウンドで、望月駒の里草競馬大

会が開催されました。県内外から競走馬やポニーなど56

頭が出走。目前で繰広げられるレースに大勢の観客の皆

さんから、大きな拍手や声援が送られていました。

高等学校進路指導主事との
懇談会を開催

　11月５日、ハローワーク佐久管内の高等学校の就職希

望者の現状を把握し、今後の市政運営に役立てるため、

市長との懇談会を行いました。懇談会では、進路指導主

事の皆さんと、さまざまな事項で意見交換をしました。

第26回長野県民よい歯のコンクール
　口腔および全身の健康管理に努力してきた母と子

に贈られる「母と子のよい歯のコンクールの部」で、新

津薫さん・直くん親子（原）が優秀賞を受賞し、11月

９日には市役所を訪れ、柳田市長に受賞の報告をしま

した。　

みんなでつくろう 健康長寿都市・佐久
　10月24日、健康づくり佐久市民のつどいを開催し、

健康診断や健康相談、運動指導、「『余命１ヶ月の花

嫁』私の伝えたいこと…」と題した、映画監督の廣

木隆一さんによる講演などを行いました。
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Information佐久市立近代美術館  展 覧 会 の お 知 ら せ
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❶自己紹介をお願いします。
　地場産、国産の安全・安心な食材を自分で仕入れ、
手作りで出す。色々な意味で皆さんが安心して来れる
お店を目指しています。（緑提灯も飾っています。）お
いしかった。楽しかったと言っていただけるのが毎日
の喜びです。今後といってもまだ先ですが、自分のル
ーツを訪ねてゆっくりと旅をしたいなと思っています。
❷これからの街づくりに望むことは？
　一律の制度ばかりで縛るのではなく、制度を緩め、
そこに、新しい雇用を作ったり、困っている人たちを
見極め、手を差し延べてあげられるような制度など、
多種多用な魅力ある街づくりで、若い人が希望を持て
る街、老後が安心して迎えられる街を望みます。

富山荘一さんから紹介された
 なか がわ たか え

中 川 敬 恵 さん
（飲食業・岩村田）

　今、一番楽しいことは「クラスや学年の友達とおしゃ
べりをすることです」と話す眞田茜さん。望月高校に通
う18歳です。
　｢最近は、進路の話や世間話をよくします。友達のい
ろいろな表情を感じることができるので、とても楽しい
です｣ とのこと。
　そんな眞田さんの将来の夢は、社会福祉士になるこ
と。「きっかけは、職業体験で老人ホームや病院に行っ
たときに感じた「人の役に立てる仕事に就きたい」とい
う思いと、私はおしゃべりをしたり相談を聞いたりする
ことが好きなので、自分に向いているのではないかと思
ったことです｣ と話してくれました。

趣味…読書、音楽鑑賞

住所…望月

 さな だ あかね

眞 田 　 茜 さん
望月高校３年

12月13日㈰まで
収蔵作品展Ⅲ拡大版新収蔵の20人 -佐久市立近代美術館新収蔵作家作品展
　佐久市立近代美術館が平成20年度中に新たに収蔵した作家20人を作品70点余で紹介。唯一無二の作品と作家
の整合性をテーマに、現代の美術をひとひら、佐久市立近代美術館が届けます。
■展示作家　青木亨平・池川 直・池田道夫・市川裕司・奥田小由女・織田廣喜・恩地春洋・齋藤香坡・澤田志功・互井開一・信時 
茂・八代清水六兵衞・檜山友希・平松 譲・堀岡正子・溝田コトヱ・杢田たけを・山上晃葉・四谷明子・十果会寄書（順不同・敬称略）

12月19日㈯～3月7日㈰まで
収蔵作品展Ⅳ日本画のモダニズムと現代／自然、感性、躍動
　大正から昭和初期をへて戦後の日本へと、めまぐるしく動いた時代の日本画
の軌跡を、コレクションでめぐります。香川県立東山魁夷せとうち美術館の企
画による展覧会。同館所蔵の東山作品も特別展示。

■休館日 12月７日㈪・14日㈪～18日㈮・21日㈪・28日㈪～１月４日㈪
 １月18日㈪・25日㈪、２月１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪、３月１日㈪
■開館時間　午前９時30分～午後５時
■観覧料　一般500（400）円/高校・大学生400（300）円/小・中学生250（200）円　※(　 )内は20人以上の団体料金

■お問い合わせ 佐久市立近代美術館（駒場公園内）
 ☎67－1055

東
山
魁
夷
「
雪
晴
」

■展覧会ガイドツアー 
12月６日㈰・23日㈬、１月16日㈯、２月11日㈭、３月７日㈰
午後２時～（40分程度）
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今年も佐佐久久久久久市高齢者大学が始まりました

佐久市短詩型文学祭
俳句・短歌・川柳作りで小学生と交流
　佐久市短詩型文学祭運営委員会では、岸野小学校
５年生 33人と６年生 34人の児童が、俳句・短歌・
川柳作りを楽しみました。
　５、６人の班に分かれた児童は、２人ずつ入った
運営委員にアドバイスを受けながら、５音と７音を
指折り数え、作品を完成させました。
　このような交流会を機会として、子供たちが短詩
型文学に親しみ、楽しみながら学習を続け、文学祭
にも積極的に参加してくれることを期待しています。
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野沢地区 　
コツをつかんで楽な介護
　10月10日14名の参加者で「介護講習会」を開催しまし
た。最初に、講師の佐久市社協ホームヘルパーさんより、
わかり易い介護保険制度についてのお話を聞きました。
　その後、介護の現場で使われている、ベッド・車いす・杖
等を使い介護する人される人、両者の体に負担の少ない
介護法を学びました。また「体が不自由になるってどん
な感じ？」と、参加者が実際に半身マヒや白内障の体験
セットを着け、その大変さを体で感じました。

浅間地区  
北岩尾地区 そばの刈り取り
　10月４日大勢の皆さんの参加により、恒例のそばの
刈り取りが行われました。刈り取ったそばは、広場へ運
び「むしり」取る作業をしました。これがなかなか大変で
したが、和気あいあいと行われ、２時間半ほどで終りま
した。
　今年の収穫量は、種まき後の天候不順で例年より少
なめでしたが、実はしっかり詰まっていました。暮れに
行う、そば打ち体験と試食会が楽しみです。

中込地区  
地域のために出来ること
　９月26日に増田友厚氏を講師に招き、中込地区地域
公民館長研修会が開催されました。
　演題は「人と人との豊かな関係づくり」。
　「そこに住んでいる一人ひとりが役立っている。必要
とされ、大切にされている。ここにいて良いんだと思
える地域にするのが、公民館活動の基本である」とい
う講師の熱いメッセージに、参加者は深くうなずきなが
ら、熱心に聞き入っていました。

東地区  
子どもも大人も気持ちをひとつに
　「伊勢林区文化祭」も今年で19回を数え、歴史を感じるま
でになりました。
　かつて伊勢林区はほんの小さな区でしたが、ここ30年余
の間に急激に住宅が増え、今では500世帯を超える大きな
区に成長し、この文化祭が区民の気持ちをひとつにする大
きな行事になっています。
　子どもは地域の宝。子どもたちが楽しく、小さな瞳に思い
出を深く刻みこめる一日であって欲しいと願っています。
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浅科地区  
文学碑の美しい文字を拓本に
　市民ふれあい学級で気軽に参加できる「拓本講習会」
を開催しました。参加された皆さんは男性が多く、講
師の阿部藤人さんから基礎を学びました。
　実習は、仙禄湖畔の文学碑を拓紙に写す作業でした。
奥さんの手を借りて採択する仲の良い光景も見られ、
拓紙に写し出された墨の文字は、白と黒のコントラス
トが鮮やかで、素敵な作品が完成しました。

望月地区  
「歌（唄・詩・句）のふるさとを訪ねて」
　10月20日秋の歴史講座で、歌のふるさと北信濃を
巡りました。
　作曲家の中山晋平、唱歌「故郷」の作詞で知られる
高野辰之、俳句の小林一茶の各記念館を訪れました。
　晋平記念館では「望月小唄」が流れるビデオコー
ナーがあり、唄に合わせて踊る方もいました。それぞ
れ歌への思いが深まった一日となりました。

ふるさと写生大会
惜しみ行く秋を絵に
　11月３日、臼田稲荷山で第35回「ふるさと写生大会」
が開催されました。
　今年は、前日に雪という寒さがあったせいか、参加者も
昨年より少なかったものの、親子連れやおばあちゃんと孫、
友人等。講師の指導を受けながら、残り少ない秋の風情を
真剣に描いていました。出来上がった作品は審査のうえ、
あいとぴあ臼田に展示されました。

臼田地区
高校生とのさわやか交流
　10月７日、14日に「ビーズのポーチとコサージュ
づくり講座」を臼田高校アパレルデザイン科で開催し、
高校生との交流を深めました。
　針の糸通しやデザインのアドバイス、花びらのねじ
り方などを教えてもらいながら、教室の中は終始なご
やかで、さわやかな雰囲気でした。
　多くの参加者は「こんなすばらしい生徒さんに教え
てもらえて感激です」と話していました。
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たくさんの力作が会場を賑わせた
～第５回佐久市民総合文化祭～

　毎年恒例の佐久市民総合文化祭が11月１日から３日まで野沢会館において開催されました。公民館の学習グループ
や個人で学んでいる市民からたくさんの作品が寄せられ、出品点数は菊花展、福祉展を合わせ1,600余点でした。ど
の作品も出品者の熱意や学習意欲の高さが感じられ、日頃の成果が充分に発揮された素晴らしい出来栄えでした。
　また、各部門では体験コーナーや実技講習会なども行われ、来場者から感嘆の声が上がっていました。今回は平日
を一日挟む日程でしたが、総来場者数は3,000人を超え、盛会のうちに終了しました。

菊贈呈式開会式

菊花展 福祉展

茶 道 水墨画

押 絵ちぎり絵
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俳 句 拓 本

表 装

木 彫

切 手

短歌・川柳フラワーデザイン

篆刻・刻字

仏像彫刻

衝 立
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ち
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ひ
と
こ
と

音音音
色色
にに
魅魅
せせ
ら
れ
て

岩岩
村村
田田

原
田田

智智
子

追
分
節
を楽し

ん
で
ま
す　

岩
村
田　

木
内　

貞
夫

　

定
年
に
な
っ
た
ら
民
謡
で
も
や
っ

て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

公
民
館
報
４
月
号
を
見
て
、
様
々
な

学
習
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
迷
わ
ず
決

め
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
10
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
区
（
稲
荷
町
）
は
以
前
か
ら

追
分
節
保
存
会
が
あ
り
、
そ
こ
へ
入

会
し
て
地
道
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

追
分
節
は
中
山
道
追
分
宿
で
約
三

百
年
前
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
も

の
で
、
全
国
各
地
で
歌
わ
れ
る
「
追

分
」
と
名
の
つ
く
唄
の
源
流
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
に
な
り
、
宿
場
の
衰
退
と
前

後
し
て
追
分
宿
の
主
な
旅
籠
が
岩
村

田
へ
移
転
し
、
岩
村
田
遊
郭
を
開
業

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
追
分
節
は
次

第
に
乱
れ
、
歌
う
人
も
な
い
ほ
ど
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
正
末
、

有
志
に
よ
り
「
信
濃
追
分
節
」
と
し

て
復
興
さ
せ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

戦
後
、
区
の
先
輩
の
方
々
が
、
正

調
を
伝
え
る
女
性
か
ら
伝
授
さ
れ
、

今
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
敬
老
会
で
披
露
す
る
だ

け
で
す
が
、
歴
史
の
あ
る
唄
な
の
で

次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
登
っ
た
稲
荷
山
の
上
で
、
季
節
の
変
化
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
ひ

と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。
広
が
る
大
空
の
も
と
、
浅
間
山
を
見
渡
す
眼
下
に
は

家
が
連
な
り
、
千
曲
の
川
筋
や
小
海
線
の
線
路
の
そ
の
先
々
ま
で
も
が
見
通
せ

る
よ
う
な
景
色
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
中
で
、
ふ
と
私
た

ち
が
こ
の
土
地
で
隣
り
合
い
寄
添
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
の

で
し
た
。

　

私
に
は
転
勤
の
あ
る
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
地
で
こ
れ
か
ら
の

生
き
が
い
あ
る
生
活
を
と
考
え
た
時
に
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
時
間
は
十
分
に
確
保
し
、

そ
の
上
で
多
く
の
人
た
ち
と
接
し
て
や
り
が
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送

り
た
い
と
願
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
中
で
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
高
め
合
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

知
人
か
ら
、
昔
、
地
域
行
事
の
慰
労
会
の
席
で
、
あ
の
人
が
作
っ
て
き
た
物

は
食
べ
な
い
と
い
う
意
外
な
言
葉
を
耳
う
ち
す
る
人
が
い
て
、
真
義
を
確
か
め

た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
将
来
の
あ
れ
こ
れ

を
語
り
合
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
知
人
の
人
権
感
覚
の
鋭
さ
に

驚
き
ま
し
た
。

　

人
間
社
会
の
根
底
に
は
尊
敬
と
信
頼
が
必
要
で
あ
り
、
お
互
い
が
礼
儀
を
わ

き
ま
え
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
正
に
学
ん
だ
の
で
し
た
。

　

私
の
分
館
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
年
に
数
回
、
一
品
を
持
ち
寄
る
会
が
あ
り

ま
す
。
味
自
慢
・
腕
自
慢
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
賑
や
か
で
楽
し
い
場
に
な

る
の
が
常
で
し
た
。
む
し
ろ
こ
の
機
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
お
互
い
の
気
持
ち

が
つ
な
が
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
景
気
の
良
し
悪
し
も
人
の
心
を
左
右
し
か
ね
な
い
状

況
に
あ
り
、
地
域
に
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
な
い
と
嘆
く
人
が
見
ら
れ
ま
す
。
確

か
に
多
種
の
原
因
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
声
を
か
け

合
い
、
励
ま
し
合
え
る
身
近
な
人
た
ち
と
心
を
ひ
ら
い
た
交
流
が
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
人
権
同
和
教
育
推
進
員  

志
摩
康
男
）

心
を
ひ
ら
い
て

　こんな話を聞いたことがあります。欧州の或る国では、

道路を造る時に歩道と自転車専用レーンを設けるそうで

す。欧州は自転車の国ですから、こうしたことも特別な

ことではないのでしょう。ツールドフランスという自転

車レースのことを聞いたことがあると思います。アルプ

スの麓を駆け巡るレースで、国民に人気のあるスポーツ

といいます。きっと自転車は、便利で人気がある乗り物

なのでしょう。

　私も自転車の魅力にとらわれているひとりで、こんな

に便利で健康にやさしい乗り物はないと思っています。

　天気の良い日に田んぼの道を走るのは実に気持ちのい

いものです。これが通勤にまで繋がってしまいました。

佐久のことですから半年しか乗ることはできませんが、

その効果は大きいのです。ガソリン代は浮きますし仕事

前の体調も万全。ストレス解消にはもってこいです。

　問題は道路整備、つまり自転車にとっては表道路が怖

いのです。

　楽しく走れる道がほしいですねぇ。環境にもいいんだ

がなぁ。

中小田切　草間　卓実

リレー随筆

楽しい話と羨ましい話
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す
て
き
な仲
間

（
編
集
委
員
）

臼
田
木
彫
教
室

和
気
あ
い
あ
い
と

代
表　

井
出　
　

亮

　

私
た
ち
の
臼
田
木
彫
教
室
は
、
昭

和
51
年
に
開
室
以
来
30
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
入
沢
在
住
の
日
向
一
二

先
生
に
沢
山
の
教
室
生
が
教
え
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
穏
や
か
な
中
に
、

木
彫
り
へ
の
確
か
な
信
念
と
技
能
を

お
持
ち
の
先
生
か
ら
、
彫
刻
刀
の
使

い
方
を
は
じ
め
、
彫
り
方
、
材
の
選

び
方
、
塗
装
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

最
近
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
、
私

た
ち
だ
け
で
彫
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、
長
く
先
生
の
教
え
を

受
け
て
き
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
が
先
頭

に
立
ち
、
お
互
い
に
教
え
合
っ
て
教

室
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
11
名
で
す
が
、
こ
の
気
の

合
っ
た
仲
間
と
時
に
は
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
、
板
に
向
か
う
時
間
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
材
に
よ

っ
て
は
彫
っ
て
い
る
と
素
敵
な
香
り

が
漂
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
ん
な
時
は

木
彫
り
の
楽
し
さ
が
倍
加
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
教
室
で
は
各
々
の
創
意

と
願
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
作

品
は
花
な
ど
の
植
物
や
、
家
紋
、
表

札
も
あ
れ
ば
仏
像
を
彫
っ
て
い
る
仲

間
も
い
ま
す
。
大
き
な
板
に
向
か
う

人
も
あ
れ
ば
、
手
軽
に
彫
れ
る
物
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
素
敵
な
作
品
か
ら
学
ぼ

う
と
富
山
県
に
旅
し
ま
し
た
。
欄
間

な
ど
の
木
彫
り
の
街
、
井
波
で
は
彫

っ
て
い
る
様
子
も
直
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
高
岡
市
瑞
龍
寺
の
壮

大
な
伽
藍
と
彫
刻
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
得
る
も
の
大
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
和
気
あ
い
あ
い
の
中

で
、
月
２
回
開
室
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
は
、
小
学
校
最
後
の
運
動

会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
入
れ
が
あ
り
、

自
分
が
や
っ
た
競
技
に
つ
い
て
だ
け

で
な
く
、
応
援
し
て
く
れ
た
友
達
や

家
族
の
姿
な
ど
を
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
俳
句
や
短
歌
、
川

柳
に
触
れ
た
と
い
う
５
年
生
は
、
田

植
え
か
ら
稲
穂
が
黄
金
色
に
な
る
ま

で
の
間
に
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を

短
い
文
に
表
現
し
て
作
品
を
作
り
ま

し
た
。

　

作
品
を
短
冊
に
清
書
し
た
あ
と
、

ク
ラ
ス
の
友
達
の
前
で
一
人
ず
つ
発

表
を
し
ま
し
た
。

　

自
分
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
作
っ
た

か
を
話
し
て
く
れ
る
姿
も
あ
り
、
こ

れ
に
は
参
加
し
た
運
営
委
員
も
、
子

供
の
視
点
で
作
ら
れ
た
作
品
に
、「
自

分
た
ち
の
方
が
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

た
」
と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
大
人
に
な
っ
て

も
短
詩
型
文
学
に
親
し
み
を
持
ち
続

け
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

部
屋
の
壁
か
ら
未
だ

外
せ
ず
に
あ
る
版
画
。

子
供
が
小
学
生
の
頃
の

作
品
で〝
か
さ
じ
ぞ
う
〞

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

大
み
そ
か
、
貧
し
い

じ
い
さ
ま
が
雪
に
埋
も
れ
た
お
地
蔵

さ
ま
に
笠
を
か
ぶ
せ
て
や
る
と
…
そ

の
晩
…
。

　

ど
ん
な
立
場
の
時
で
も
相
手
を
思

い
や
り
、
優
し
い
心
を
忘
れ
な
い
老

夫
婦
の
お
話
。
何
や
ら
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
る
。
ふ
と
、
幼
い
頃
、
近

く
の
公
民
館
で
赤
い
肌
着
を
着
て

〝
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
〞
を
演
じ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

　

そ
の
頃
は
、
公
民
館
へ
連
れ
て
い

っ
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

先
の
昔
話
や
地
域
に
伝
わ
る
話
な

ど
も
、
そ
こ
で
聴
い
た
気
も
す
る
。

そ
の
場
は
い
つ
も
活
気
が
あ
り
、
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

今
、
図
書
館
な
ど
で
様
々
な
お
話

の
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今

月
は
年
末
ら
し
い
行
事
に
そ
っ
た
内

容
の
活
動
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
是
非

多
く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

き
っ
と
、
そ
こ
に
は
温
か
な
空
気

が
流
れ
、
心
の
奥
に
ず
っ
と
残
り
、

支
え
と
な
る
よ
う
な
大
切
な
も
の
が

あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
小
さ
な
時

か
ら
そ
ん
な
経
験
が
で
き
た
ら
素
敵

だ
な
と
強
く
感
じ
る
。

瀬音

短
詩
型
文
学
祭
交
流
会

岸
野
小
学
校
５
・
６
年
生
と
作
品
作
り

６
年
生
は「
運
動
会
」、

　

５
年
生
は「
米
作
り
」を
テ
ー
マ
に
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公民館 おさ そい カレ ンダー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。

■浅間地区館☎67-2110 ■野沢地区館☎62-0116 ■中込地区館☎62-0504 ■東地区館☎67-2545

野
沢
地
区
館

◎鯉料理　～旨煮とあらい～
さばき方や料理をマスターしよう

12月16日㈬９:30～13:00 野沢会館 臼田義之先生
〈材料費〉実費 
〈持物〉エプロン、タッパー
〈定員〉20名

◎しめ縄つくり（親子での参加大歓迎）
前掛飾りとごぼう締めを作ります

12月19日㈯９:30～12:00 野沢会館 前山地区圓寿会
〈材料費〉実費
（前掛け飾りとごぼう締め2本）
〈定員〉15組

◎クリスマスケーキ作り
～3種類のケーキと肉料理～

12月12日㈯９:30～12:30 野沢会館 内田すみ江先生
〈材料費〉600円程度
〈持物〉エプロン　
〈定員〉20名

◎お正月のフラワーアレンジ
～玄関やお部屋を素敵な花で飾りましょう～

12月27日㈰９:30～11:30 野沢会館 坂井敏子先生
坂井貴子先生

〈材料費〉3,000円程度
〈持物〉花バサミ　
〈定員〉20名

◎季節の料理
冬野菜をおいしく食べよう・だし巻卵のコツ

③１月19日㈫９:30～13:00 野沢会館 田村文明先生
〈材料費〉600円程度
〈持物〉エプロン
〈定員〉20名

◎革細工教室（全2回）
素敵な小物を作ります
ペンケース・ペンホルダー他

①１月12日㈫９:30～11:30
②１月26日㈫　　　〃 野沢会館 田中三和子先生

〈参加費〉材料費のみ
〈持物〉エプロン、筆記用具
〈定員〉15名

中
込
地
区
館

◎ハーモニカで楽しく（全11回）
懐かしい歌をハーモニカで吹いてみましょう

⑧12月17日㈭９:30～11:30
⑨ １月 ８日㈮　　  〃 中込会館 杉浦都美子先生 〈参加費〉無料〈持物〉ハーモニカ

◎スケッチ水彩画教室
静物をスケッチします

⑦12月16日㈬９:30～15:30 中込会館 依田賢治先生 〈参加費〉100円
〈持物〉水彩画の道具、昼食

◎しめ縄作り
古代米をつかった前掛け飾りやごぼう締め
を作ります

12月12日㈯９:30～15:30 中込会館 池田正直先生
〈参加費〉材料費のみ
〈持物〉昼食各自
〈定員〉45名

◎そば打ち教室
おいしいそばの打ち方をひとりずつ習います

 １月22日㈮９:30～12:00 中込会館 島崎俊雄先生 〈参加費〉800円程度
〈定員〉25名

◎親子書初め教室
新年を書初めをして祝い
おしるこパーティーをしよう

 １月 ５日㈫９:30～12:00 中込会館 中込地区館
学習グループ

〈参加費〉無料
〈持物〉書初め用習字の道具
〈定員〉50名

学級及び学習内容 日時 場所 講師・指導者 費用・持物等

浅
間
地
区
館

◎初心者ハーモニカ教室（全３回）
符が読めなくても大丈夫！楽しく吹きましょう

③12月10日㈭13:00～15:00 浅間会館
ハーモニカ
グループ
「のみち」

〈参加費〉無料
〈持物〉ハーモニカ
〈定員〉15名程度

◎お正月のフラワーアレンジ教室
ブリザーブドフラワーを入れて新春に
ふさわしいアレンジです

12月24日㈭10:00～12:00 浅間会館 有賀敬子先生

〈材料費〉2,700円程度
〈持物〉花ばさみ、ゴミ袋
〈定員〉20名
申し込みは12月15日まで

◎やさしいリフォーム教室（全３回）
眠っている着物地等を使って
簡単なズボンを作りましょう

①１月22日㈮13:30～15:00
②１月29日㈮　　　〃
③２月 ５日㈮　　　〃

浅間会館 菊池たか子先生
〈参加費〉無料
〈持物〉着物地（ゆかた可）等、
裁縫用具

◎人権学習講座
「人権の時代」を生きるために

１月30日㈯ ９:30～10:30 浅間会館 原　純一郎先生 〈参加費〉無料

◎しめ縄作り教室
初心者大歓迎です

12月12日㈯９:00～11:30 浅間会館 生涯学習サークル
「ともがき」

〈参加費〉200円
〈持物〉花ばさみ

◎郷土料理教室
手づくりおせちでお正月を迎えましょう

12月16日㈬９:00～13:00 浅間会館 平山　貞先生
〈参加費〉500円程度
〈持物〉エプロン、三角巾
〈定員〉15名

東
地
区
館

◎男性料理教室（全４回）
秋にぴったり！燻製を作りましょう

④12月12日㈯９:30～12:00 東会館 桜井　彰先生 〈材料費〉1,000円程度
〈持物〉エプロン、木綿の軍手

◎親子で年越しそば打ち
力をあわせて作った手打ちそばは最高！

12月20日㈰９:30～12:30 東会館 土屋しのぶ先生〈材料費〉700円程度〈持物〉エプロン

◎郷土料理親子でおやき作り
焼いて蒸す本格おやきです

 １月20日㈬９:30～12:30 東会館 中沢正子先生 〈材料費〉500円程度
〈持物〉エプロン



─ 31─

公民館報 さくし

公民館 おさ そい カレ ンダー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。
■臼田地区館☎82-2106  ■浅科地区館☎58-3957　■望月地区館☎53-2548

望
月
地
区
館

◎愛唱歌合唱うたごえホール 12月16日㈬13:30～15:00 駒の里ふれあい
センター大ホール 小林美智子先生

〈参加費〉11月～２月までの
計４回分として2,000円

◎俳句入門講座（全３回）
楽しく俳句づくり
小学生の皆さんもどうぞ

②12月12日㈯13:30～15:00
③ １月16日㈯　　　〃　　

駒の里ふれあい
センター講習室 窪田英治先生 〈参加費〉500円程度

〈持物〉筆記用具

◎手軽に楽しむフレンチ教室
クリスマスの料理を作ります

12月12日㈯９:00～13:00 駒の里ふれあい
センター講習室 真山裕行先生 〈参加費〉2,000円

〈持物〉エプロン

◎篆刻教室（全４回）
印稿を彫り進めます

③12月19日㈯13:30～15:30
④ １月23日㈯　　　〃

駒の里ふれあい
センター講習室 小林澄光先生 〈参加費〉各自注文による

〈持物〉篆刻セット、習字用具

◎竹細工教室
「オリジナルのかごを作ろう」

12月６日㈰ ９:00～16:00 駒の里ふれあい
センター大ホール 竹細工愛好会 〈参加費〉1,000円程度

〈持物〉前掛け、花ばさみ、昼食

◎しめ縄づくり
「お正月の準備に」ごぼう締めや前掛け飾り

12月23日㈬ ９:00～16:00 駒の里ふれあい
センター大ホール 竹細工愛好会 〈参加費〉1,000円程度

〈持物〉はさみ、昼食

浅
科
地
区
館

◎毛糸の小物つくり（全2回）
おしゃれなルームソックスを編みましょう

①12月 ７日㈪13:30～15:30
②12月21日㈪　　　〃 浅科会館 大橋瑞枝先生

〈参加費〉無料
〈持物〉中細～並太約100グラム
５号のかぎ針

◎初心者そば打ち講習会
太いソバ・細いソバ・味わいがあります
ソバで御年取りを

12月19日㈯ ９:30～13:00 観音峯活性化
センター 土屋しのぶ先生

〈材料費〉700円程度
〈持物〉エプロン・三角巾
〈定員〉20名

◎草月流　生花教室（全３回）
心が和む生け花を習いませんか

１月22日㈮13:30～15:30 浅科会館 依田悦子先生 〈参加費〉お花代のみ
〈持物〉花器・はさみ

◎子供活動
楽しいクリスマス会

12月12日㈯ ９:30～11:30 浅科会館 森泉恒男先生 〈参加費〉材料代300円（おやつ代）

◎囲碁・将棋大会
囲碁・将棋とも５回戦で、勝ち数により、上
位３位までの方に賞品を差し上げます
小・中学生の皆さん参加しませんか

２月 ６日㈯ ９:30～15:30 浅科会館 篠原　昭先生

〈参加費〉1,000円（大人）
　　　　　500円（小・中学生）
　　　　　お弁当代・賞品代
お弁当を注文しますので、申込
が必要です

学級及び学習内容 日時 場所 講師・指導者 費用・持物等

臼
田
地
区
館

◎生活役立て講座（全４回）
正月用のお飾り（しめ縄）を作りませんか

④12月16日㈬13:30～15:30 あいとぴあ臼田 高見沢省蔵先生〈参加費〉実費

◎「おやじの会」そば打ち体験
新そばを味わいます！
一緒に体験したい男性募集

12月８日㈫10:00～14:00 あいとぴあ臼田 おやじの会
メンバー

〈材料費〉800円程度
〈持物〉エプロン
〈定員〉10名

◎親子「体力づくりゲーム」
ボールや輪を使って
親子で楽しいゲームで体力づくり

12月12日㈯10:00～12:00 あいとぴあ臼田 高橋さい子先生
〈参加費〉1人200円
（景品代・おやつ代等）
〈持物〉上履き

書初展作品募集　ー平成22年書初展の作品を次のとおり募集しますー
課題　幼児・保育園 「もち」 小４ 「はるの光」 中２ 「理想の実現」
　　　小１ 「もち」 小５ 「雪の正月」 中３ 「未知への挑戦」
　　　小２ 「ひので」 小６ 「希望の朝」 高校・一般　自由
　　　小３ 「はつゆめ」 中１ 「世界遺産」 この他学校の授業での課題も対象とします。
用紙　条幅半切１人１点。ただし幼児・保育園は24cm×100cmでもよい。
　　　高校生・一般は裏打ちをし、中学生以下は仮巻きをつける。
応募　平成22年1月15日㈭午前中までに臼田地区館に持ち込み。　展示　1月23日～1月26日（あいとぴあ臼田）
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佐久市の遺跡と遺物 －過去からの
メッセージ－

第3回　弥生時代

弥生時代中頃

弥生のビ－ナス（人面付土器）
佐久市西一本柳遺跡Ⅰ
　佐久平駅の南及び東方向に広がる台地上には弥生
時代中期から平安時代の遺跡が多数存在します。そ
のうちの一つである西一本柳遺跡Ⅰ（現岩村田高等
学校第２グラウンド）の住居跡内から人面付土器の
頭部が発見されました。人面付土器は全国で20点前
後しか発見されていない珍しい土器で、骨壷として
利用されていたものや、お墓の中に副葬品として添
え置かれた例が報告されている他、本遺跡のように
住居跡内から発見されることもあります。
　全体の形状は、頭部以下が欠損しているため推測
となりますが、全国に見られる人面付土器から周辺
遺跡で出土している弥生時代中期の壺と同じ形態で
あることが想定できます。残存している高さは12㎝
を測り、頭頂部には直径３cmの穴があいています。
穴の周囲には刻みをつけた粘土紐が４重に貼り付け
られ、当時の髪形を表現したものと思われます。目
と口は彫り貫かれ、横に長い目の上には、眉または
二重まぶた状の沈線が刻まれています。正面に貼り
付けられた鼻は高く筋が通り、耳には両方合わせて

４個の小さな穴が貫通しています。左頬には目の下
から口元にかけて赤色に彩色された痕跡が認められ
ます。
　顔立ちや表情は全国で出土している人面付土器に
比べ写実的で、当時佐久平で生活していた弥生人の
容姿を見事に表現しているようです。赤色に彩られ
た頬や全体の造形などから、女性を表現したものと
考えられています。

■お問い合わせ　文化財課　佐久市志賀5935　☎68-7321
 小川  忠博氏  撮影

公民館本館（佐久市研修センター） ☎64－0551
12月29日から１月３日まで休館
します。緊急なご用件がありました
ら、市役所または各支所にご連絡く
ださい。（会館の予約受付等はでき
ません）

佐久市役所　☎62－2111㈹
臼田支所　　☎82－3111㈹
浅科支所　　☎58－2001㈹
望月支所　　☎53－3111㈹

浅間地区館（浅間会館） ☎67－2110

野沢地区館（野沢会館） ☎62－0116

中込地区館（中込会館） ☎62－0504

東地区館（東会館） ☎67－2545

臼田地区館（あいとぴあ臼田） ☎82－2106

浅科地区館（浅科会館） ☎58－3957

望月地区館（駒の里ふれあいセンター） ☎53－2548

年末年始の公民館の業務のお知らせ



─ 33─

公民館報 さくし

な
ん
の
い
ろ　

ふ
ゆ 

永
井
郁
子

反
撃 

草
野
た
き

ク
ッ
キ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 
 

 

野
中　

柊

キ
ケ
ン
な
野
良
猫
王
国 

 
 

ロ
ー
リ
ー
・
ハ
ル
ツ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

小
さ
い
こ
ろ
に
置
い
て
き
た
も
の

 

黒
柳
徹
子

イ
カ
す
大
人
の
「
昭
和
力
」
検
定

 

石
原
壮
一
郎

坂
本
龍
馬
伝 

新
人
物
往
来
社
編

お
お
か
み
よ
う
ち
え
ん
に
よ
う
こ

そ 

ひ
が
し
あ
き
こ

お
と
う
さ
ん
は
だ
い
く
さ
ん 

 

鈴
木
ま
も
る

よ
る
の
と
こ
や
さ
ん 

垣
内
磯
子

ぽ
ん
こ
つ
ド
ラ
イ
ブ 

平
田
昌
広

ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
れ
ば
い
い

 
最
上
一
平

雪
だ
る
ま
の
雪
子
ち
ゃ
ん

 

江
國
香
織

「
皮
て
ん
ぷ
ら
」か
ら
『
世
界
の
中

心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ
』
ま
で

 

片
山
玲
子

最
強
棋
士
羽
生
善
治 

山
田
史
生

呼
吸
洗
顔
術 

今
野
華
都
子 

し
あ
わ
せ
の
お
く
り
も
の 

 
 

カ
ー
ル
・
ノ
ラ
ッ
ク

よ
か
っ
た
な
あ
、
か
あ
ち
ゃ
ん

 

西
本
鶏
介

マ
ジ
シ
ャ
ン
ミ
ロ
の
ふ
し
ぎ
な
ぼ
う

し 

ジ
ョ
ン
・
エ
イ
ジ
ー

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
石
川
遼 

 
 

井
上
兼
行

犬
た
ち
を
お
く
る
日 
今
西
乃
子

チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
通
り
の
ゆ
か
い
な

な
か
ま
た
ち
シ
リ
ー
ズ 

 

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ

人
生
を
変
え
る
万
有
「
引
用
」
力 

 

齊
藤　

孝

天
国
の
郵
便
ポ
ス
ト 

折
原
み
と

NO

24

絵　

本

一
般
書 臼

田
図
書
館

望
月
図
書
館

絵　

本

児
童
書

一
般
書

せ
ん
ろ
は
つ
づ
く
ま
だ
つ
づ
く 

 

竹
下
文
子

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
で
き
あ
が
り

 

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

浅
科
図
書
館

絵　

本

児
童
書

一
般
書

中
央
図
書
館

と
も
だ
ち
キ
リ
ン 

ね
じ
め
正
一

ぎ
ゅ
う
っ
て
だ
い
す
き 

 

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

ダ
ン
デ
ィ
ー
ラ
イ
オ
ン 

 

リ
ズ
ィ
・
フ
ィ
ン
レ
イ

 
 

お
ば
け
と
な
か
な
お
り
す
る
に
は

ね･･･ 

む
ら
い
か
よ

魔
法
の
庭
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン

 

あ
ん
び
る
や
す
こ

な
ま
え
の
こ
と
ば
え
じ
て
ん 

 

田
島
信
元

い
ろ
い
ろ
蒸
す 

岩
崎
啓
子

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
こ
う
な
っ
た

 

多
田
文
明

永
遠
の
サ
ッ
カ
ー
小
僧 
 

森
沢
明
夫

絵　

本

児
童
書

一
般
書

中
央
図
書
館

　

〜
ク
リ
ス
マ
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ス
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は
な
し
の
会

対
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園
児
・
小
学
生
低
学
年
向
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日
時　

12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
／
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月
19
日
㈯
午
後
３
時
〜

対
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乳
幼
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向
け

日
時　

12
月
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中
央
図
書
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視
聴
覚
室

■
語
り
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３
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書
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齢
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児
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央
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１
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ッ
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ブ
ッ
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会

対
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子
ど
も
か
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月

の

図

書

館

行
事
予
定

児
童
書

日
時　

12
月
５
日
㈯
午
後
２
時
〜

会
場　

臼
田
図
書
館
内

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
の
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

12
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜

会
場　

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
１
階
会
議
室

問
合
せ　

臼
田
図
書
館
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８
２
ー
３
９
３
２

浅
科
図
書
館

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

12
月
19
日
㈯
午
前
２
時
30

分
〜

会
場　

浅
科
図
書
館
学
習
室

問
合
せ　

浅
科
図
書
館

　
　
　
　

☎
５
８
ー
４
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２
１
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書
館
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が
た
り
ふ
れ
あ
い
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ー
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〜
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

12
月
19
日
㈯
午
前
11
時
〜

会
場　

望
月
図
書
館
視
聴
覚
室
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５
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ー
０
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３
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書
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図
書
館
の

庭
か
ら
24

親
し
み
の
も
て
る
花

「
パ
ン
ジ
ー
」・「
ビ
オ
ラ
」

　

辺
り
は
、
す
っ
か
り
冬
景
色
で
す
。

　

秋
に
植
え
付
け
た
「
パ
ン
ジ
ー
」

や
「
ビ
オ
ラ
」
の
花
は
、
陽
だ
ま
り

や
温
室
で
、
春
を
じ
っ
と
待
ち
な
が

ら
冬
越
し
中
で
す
。

　

花
の
形
が
面
白
い
、
ス
ミ
レ

　

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
。
ス
ミ
レ
科

ス
ミ
レ
（
ビ
オ
ラ
）
属
の
園
芸
植
物

で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
古
く
か
ら
、

野
生
種
が
栽
培
さ
れ
、
改
良
さ
れ
て

「
パ
ン
ジ
ー
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

日
本
へ
は
江
戸
末
期
に
渡
来
し
、

当
時
は
、
花
の
形
か
ら
「
人
面
草
」、

「
遊
蝶
花
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

「
サ
ン
シ
キ
ス
ミ
レ
（
三
色
菫
）」
は
、

改
良
の
原
種
「
ビ
オ
ラ
・
ト
リ
コ
ロ

ー
ル
」
の
和
訳
で
す
。

「
パ
ン
セ
」
が
、
名
の
由
来

　

英
名
「
パ
ン
ジ
ー
」
は
、「
思
考
」、

「
物
思
い
」を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語

の
「
パ
ン
セ
」
に
由
来
し
ま
す
。

　

花
の
顔
に
見
え
る
模
様
や
、
下
を

向
く
つ
ぼ
み
の
姿
か
ら
「
物
思
い
に

ふ
け
る
人
」
が
連
想
さ
れ
ま
し
た
。

多
彩
な
、
花
色
と
花
形

　

パ
ン
ジ
ー
の
品
種
改
良
は
、
十
九

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
黒
い
目
玉
模
様
（
ブ
ロ
ッ
チ
）

を
も
つ
花
が
発
見
さ
れ
先
導
種
と
な

っ
て
、
斑
点
を
も
つ
花
や
巨
大
輪
花

な
ど
が
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ビ
オ
ラ
」
は
、
花
の
直
径
が
３
㎝

に
満
た
な
い
よ
う
な
小
輪
、
多
花
性

パ
ン
ジ
ー
の
総
称
で
す
。

伝
説
や
戯
曲
に
、
登
場

　

パ
ン
ジ
ー
が
香
り
を
持
た
な
い
訳

を
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

芳
香
を
持
っ
た
花
を
求
め
る
人
に

よ
っ
て
畑
が
荒
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

悲
し
ん
だ
花
は
香
り
を
抜
き
取
る

よ
う
に
と
神
に
願
い
ま
し
た
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
、『
夏
の

夜
の
夢
』
に
も
、
想
い
が
叶
う
恋
の

花
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
可
愛
ら
し
い
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
を
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

 

（
岩
村
田　

依
田
豊
）

「顔のように見える、花形・模様」

　「長野県PTA親子読書推進の
会」と「県立長野図書館」の主催に
よる「第14回おはなしフェスティ
バル」が11月７日㈯に長野県佐久
創造館にて開催されました。
　この催しは、毎年県下各地区を
持ち回りで開催されています。　
　今回は佐久市が当番というこ
とから「佐久市ＰＴＡ親子文庫」の
皆さんが運営主体となり、会場の
準備や出演者の手配を行い、市内
から「やまぼうしの会」など８組の
皆さんが出演され、読み聞かせや
語りなどを行いました。当日は好
天にも恵まれ、親子連れを中心に
120名を超える聴衆が集まり、熱
心に聴き入っていました。

第14回おはなしフェスティバル in 佐久が開催されました
dddddddddddddddddddddddddd
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環
境
浄
化
活
動（
落
書
消
し
）を

実
施
し
ま
し
た

補
導
日
誌
よ
り

―
お
年
寄
り
の
智
恵
を
…
―

10
月
８
日
（
木
）
曇
り

　

学
校
訪
問
で
中
学
校
を
訪
問
し
た
。

　

補
導
委
員
が
街
頭
補
導
を
行
う
時
、

名
札
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
導
委

員
と
児
童･
生
徒
と
の
距
離
が
近
く
な

り
、
ふ
れ
あ
い
易
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
知
恵
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
い
の
で
、
学
校
に
お
い
て
も
、

家
庭
に
お
い
て
も
、
お
年
寄
り
と
触
れ

合
う
機
会
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た

い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
日
本
人
の
持

っ
て
い
る
伝
統
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
で
た
。

　

少
年
セ
ン
タ
ー
発
行
の
チ
ラ
シ
を
見

て
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も

達
に
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
思

っ
た
。
薬
物
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

佐
久
市
で
も
お
互
い
に
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
こ
と
だ
。「
親
の
姿
を
見
て
子
は

育
つ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家

庭
で
の
躾
、
親
の
あ
り
方
、
許
容
範
囲

等
に
つ
い
て
何
ら
か
の
形
で
指
導
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。 

（
浅
科
地
区
E
・
I 

記
）

　

９
月
26
日
、
補
導
委
員
協
議
会
は
、

環
境
浄
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
駒

場
公
園
入
口
の
交
差
点
地
下
道
で
佐

久
広
告
塗
装
事
業
協
同
組
合
の
指
導

を
受
け
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

生
と
落
書
消
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　青少年補導委員の街頭補導活動の中で、中高生が喫煙している場面に合うことがあります。そこで、
今回はたばこの恐さについて一緒に考えてみましょう。
　たばこを吸うと、ニコチンが肺から数秒で脳に届き、「気持ちよい」と感じます。しかし、繰り返し吸
っているうちに、ニコチンの作用で脳細胞がつねにニコチンを欲しがるようにな
ります。特に未成年は、少ない本数で習慣になりやすく、なかなかやめられなく
なったり、大人になってから吸い始めるよりも、身体に及ぼす影響が大きくなり
ます。また、体の中に酸素が行き渡らず、集中力やスタミナが低下します。

①成長への影響  …… 酸素が体中に行きわたらなくて身長が伸びなくなります。
②運動への影響  …… 身体が酸素欠乏状態になり、若いのに息切れして走れなくなります。
③学力への影響  …… たばこを吸った後は、脳が酸素欠乏状態になり、思考力や集中力が
 落ちてしまいます。
④病気の心配  ……… 吸い始める年齢が早ければ早いほど、がんや心臓病で死亡する危険
 が高くなっています。
⑤美容への影響  …… たばこ1本につき、レモン半個分のビタミンCが奪われます。
 酸素が十分に届かなくなり、肌が衰えてしわが増えます。

どうして未成年者は
「たばこ」を吸ってはいけないの？

たばこを吸っていると、
身体にさまざまな影響がでてきます。

きれいになった地下道 落書き消しをする前に打ち合わせをする補導委員
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公民館報 さくし

さ
く
だ
い
ら

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
か
ら

環
境
浄
化
活
動
（
落
書
き
消
し
）と

も
ち
づ
き
荘
宿
泊
研
修

　

９
月
26
日
に
環
境
浄
化
活
動
と
し
て
、
駒
場
公
園
入
口
の
交
差
点
地
下
道
で

落
書
き
消
し
を
、
10
月
10
・
11
日
の
２
日
間
は
「
も
ち
づ
き
荘
宿
泊
研
修
」
を

行
い
ま
し
た
。
研
修
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

城
山
小
学
校
５
年

桜
井　

隆
貴

　

ぼ
く
は
、
落
書
き
消
し
と
い
っ
た

ら
、
字
が
あ
る
部
分
だ
け
を
消
す
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
体
験
し
て

み
た
ら
、
ロ
ー
ラ
ー
で
字
の
な
い
と

こ
ろ
も
全
部
や
っ
て
い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
落
書
き
を
消
す

人
の
気
持
ち
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
一
生
懸
命
や
っ
た
の
で
、

ず
っ
と
き
れ
い
で
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

臼
田
小
学
校
５
年

友
野　

由
梨

　

私
は
、
落
書
き
消
し
を
し
て
思
っ

た
こ
と
は
、
あ
ん
な
場
所
に
も
、
落

書
き
を
す
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
だ
の
遊
び
で
や
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
消
す
人
や
困

っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
の
で
、
や
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
久
城
山
小
学
校
５
年

 

内
藤　

清
楓

　

10
月
10
日
の
１
日
目
で
、
一
番
楽

し
か
っ
た
の
は
「
馬
事
公
苑
で
の
馬

の
世
話
と
乗
馬
」
で
す
。
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
で
は
鷹
野
先
生
が
、
た
く
さ

ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
た

く
さ
ん
木
の
実
を
拾
い
ま
し
た
。
そ

の
後
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

人
工
で
作
っ
た
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
カ
エ
ル
・
ぶ
ど
う
・
す
ず
・

歯
ブ
ラ
シ
・
え
ん
ぴ
つ
・
ぞ
う
花
・

せ
ん
た
く
バ
サ
ミ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

馬
の
世
話
で
は
「
ア
ル
タ
ッ
ク
ス
」

　

平
根
小
学
校
６
年

 

蜂
須
賀　

英

　

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
は
、
い
ろ
い
ろ

な
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
物

を
見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
は
、
か
く
し
て

あ
る
も
の
を
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
で
き
る
だ
け
言
わ
な
い
で
お

き
た
い
で
す
。
馬
の
世
話
は
、
ふ
ん

が
に
お
う
と
思
っ
た
け
ど
、
あ
ん
ま

り
に
お
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
星
座
の

観
察
は
、
星
が
見
れ
な
か
っ
た
の
で

パ
ソ
コ
ン
で
見
ま
し
た
。
面
白
か
っ

た
で
す
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
あ

ん
ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
し
、

ボ
ー
ル
が
池
に
落
ち
て
か
ら
、
あ
ま

り
う
ま
く
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

　

野
沢
小
学
校
５
年

 

小
宮
山　

諒

　

ネ
ー
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
ぼ
く
は

１
個
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
班
で
協
力
し
て
全
部
見
つ
け

ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
馬
の
世
話

は
小
屋
の
中
の
そ
う
じ
が
大
変
だ
っ

た
け
れ
ど
、
き
れ
い
に
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。
乗
馬
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
星
座
観
察
は
外
で
は
見
れ
な
く

て
残
念
だ
っ
た
け
れ
ど
、
映
ぞ
う
で

見
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
星

の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
知
れ
て
良
か

っ
た
で
す
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
難

し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
宿
泊
研
修

は
楽
し
か
っ
た
し
、
い
い
経
験
に
な

っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

壁面をぬらし、紙やすりでこすって
落書きを消している様子

春日の森セラピーロード「展望台」で

　

今
年
も
瞬
く
間
に
12
月
が
や
っ
て

き
た
！
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
年
を

振
り
返
り
、
毎
週
４
日
の
街
頭
活
動

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
挙
げ
て
み

ま
す
と
、
ひ
と
つ
目
は
子
ど
も
達
の

挨
拶
の
良
さ
で
す
。
小
・
中
・
高
生

皆
が
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
し
て
く

れ
ま
す
。
す
れ
違
っ
た
後
の
爽
や
か

さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
二

つ
目
は
ゴ
ミ
が
減
り
ま
し
た
。
道
路

･

公
園
の
ゴ
ミ
は
年
々
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
吸
殻
も
携
帯
灰

皿
を
活
用
す
れ
ば
「
ポ
イ
捨
て
」
の

吸
殻
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
三
つ
目
は
自
転
車
の
駐
輪

の
仕
方
で
す
。
駐
輪
場
で
な
い
と
こ

ろ
に
止
め
ら
れ
て
い
る
自
転
車
、
放

置
自
転
車
な
ど
が
目
に
付
き
残
念
で

す
。
来
年
も
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
街
頭
補
導
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

I

と
い
う
馬
の
小
屋
を
、
坂
田
澪
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
そ
う
じ
を
や
り
ま
し

た
。
後
半
で
は
、
交
代
し
て
乗
馬
を

や
り
ま
し
た
。
私
は
「
サ
マ
ン
サ
」

と
い
う
馬
に
乗
り
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　

２
日
目
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
や

り
ま
し
た
。
私
は
、
荻
原
先
生
と
私

と
め
ぐ
み
さ
ん
と
、
り
ょ
う
く
ん
と

い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
た
。
ま
た
、

や
り
た
い
で
す
。
他
の
班
で
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
た
人
も
い
ま
し
た
。

す
ご
い
な
ー
と
、
私
は
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
１
日
で
し
た
。

　

も
ち
づ
き
荘
で
の
宿
泊
は
、
と
て

も
楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。
ま
た
、

や
り
た
い
で
す
。

も
楽
し
く
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

馬にブラシをかける研修生
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文化施設紹介❼ 佐久市鎌倉彫記念館
─ 伝統工芸の魅力 ─

施
設
概
要

　

鎌
倉
彫
記
念
館
は
、
昭
和
61
年
９
月
に

開
館
し
ま
し
た
。

　

佐
久
市
出
身
の
鎌
倉
彫
伝
統
工
芸
士　

木
内
翠
岳
氏
が
「
郷
里
の
人
々
に
、
生
涯

を
か
け
て
打
ち
込
ん
だ
鎌
倉
彫
の
美
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
こ
の
道
に

入
っ
て
50
有
余
年
の
記
念
に
記
念
館
を
建

設
し
、
寄
附
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

中
庭
を
取
り
囲
む
廻
廊
式
の
展
示
室
は

明
る
く
、
鎌
倉
彫
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
い

た
だ
け
る
落
ち
着
い
た
空
間
で
す
。

　

10
〜
11
月
に
、
建
物
の
玄
関
ま
わ
り
や

外
壁
の
全
面
塗
装
を
行
い
、
今
ま
で
以
上

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

伝
統
の
手
仕
事

鎌

倉

彫 

　

鎌
倉
彫
は
、
木
に
文
様
・
図
様
を
掘
り

出
し
、
漆
を
塗
っ
た
も
の
で
す
。

　

約
７
０
０
年

の
歴
史
が
あ
り
、

起
源
は
鎌
倉
時

代
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は

仏
師
が
仏
具
を

作
り
は
じ
め
た

の
が
始
ま
り
で

す
が
、
明
治
期

に
工
芸
品
に
転

じ
、
現
在
で
は

鎌
倉
の
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

生
活
に
ゆ
と
り
を
求
め
る
昨

今
、
手
仕
事
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
ら
れ
る
鎌
倉
彫
は
、
多
く
の

人
に
愛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

伝
統
工
芸
士

木
内
翠す

い

岳が
く 

　

木
内
翠
岳
（
本
名
・
木
内
速は
や

吉き
ち

）
氏
は
、
大
正
４
年
に
旧
臼

田
町
で
生
ま
れ
、
昭
和
10
年
に

鎌
倉
彫
の
道
へ
進
み
、
平
成
20

年
（
享
年
93
歳
）
に
亡
く
な
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
涯
は
、

鎌
倉
彫
ひ
と
す
じ
に
生
き
て
、

開館時間･ 休館日
●開館時間 午前９時～午後５時
●入 館 料 一般100円、高校生以下50円
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日）、国民の祝

日の翌日（この日が土・日曜日または
国民の祝日の場合は除く）、12月29
日～１月３日

●所 在 地 佐久市鎌倉彫記念館
　 〒384－0303
 佐久市下小田切８番地６☎82－7095

141

鎌倉彫記念館鎌倉彫記念館鎌倉彫記念館

至小諸

小
海
線

至佐久I.C

至佐久穂町 至小淵沢

●
臼田支所

●
稲荷山公園

佐
久
総
合
病
院
●

臼田駅

●

千
曲
川

（臼田中央）

（城山北）

（城山）

（城下） （臼田橋西） 臼田橋

（下小田切）

鎌
倉
彫
教
室

　

初
め
て
の
方
に
、
図
案
の
書
き
方
や
、

彫
刻
刀
の
使
い
方
か
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

教
室
は
月
に
１
回
開
催
し
「
世
界
に
ひ
と

つ
だ
け
の
品
」
を
仕
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

㈶
佐
久
市
文
化
事
業
団
（
☎
８
２
―

３
９
６
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

伝
統
の
技
を
極
め
る
も
の
で
し
た
。

　

記
念
館
は
、
木
内
氏
の
作
品
を
季
節
ご

と
に
展
示
替
え
し
て
い
ま
す
の
で
、
繊
細

で
あ
り
な
が
ら
力
強
く
、
重
量
感
溢
れ
る

作
品
の
数
々
を
、
年
間
を
通
し
て
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
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建設工事および建設コンサルタント等の
業務の入札参加資格審査申請（中間申請）
　市が発注する建設工事および建設コンサルタント等の業務の入札に参加を希望される方は、２年に１度市が
付与する入札参加資格を得る必要があります。
　現在、入札参加資格は、平成21年２月の定期申請に基づき、平成21年度（基準年度）から平成22年度までの
付与を行っていますが、平成22年度の資格付与を対象とした審査申請（中間申請）の受付を実施します。入札
参加を希望される方は、忘れずに申請してください（すでに平成21年度に資格付与されている方は、今回申請
の必要はありません。ただし、業種の追加および再審査を希望される方は、申請を行ってください）。
●中間申請の種類 ①建設工事：建設業法（昭和24年法律第100号）の定める28業種
 ②建設コンサルタント等の業務：測量、建築コンサルタント、建設コンサルタント、
 　　　　　　　　　　　　　　　地質調査、補償コンサルタントの５種類
●中間申請の内容 新　　　規：佐久市の入札参加資格を有していない方がする申請
 業種の追加：基準年度に資格付与された業種・業務以外の業種・業務を追加する申請
 再　審　査：基準年度に資格付与された業種を含め、全体の見直しをする申請
 　　　　　　（建設工事に限る）
●受付期間・時間 平成22年２月１日㈪～26日㈮の午前８時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝日を除く）

郵送による受付は書留郵便とし、提出期間内の消印のあるものに限ります。
●受付場所 市役所４階　契約課契約係
●有効期間 １年間（平成22年６月１日～平成23年５月31日）
●申請方法 申請要領および申請書等は、市のホームページからダウンロードしてください。

■お問い合わせ　契約課契約係　☎62－3084（直通）

物品等購入（役務・委託業務等を含む）入札（見積）
参加願（中間申請）の提出
　平成22年度に市が発注する物品等購入（役務・委託業務等を含む）について、入札（見積）に参加を希望す
る方（営業種目の追加を含む）は、下記により「物品等入札（見積）参加願」を提出してください。なお、平
成21・22年度分の書類を提出された方は不要です。
●受付期間・時間 平成22年２月１日㈪～26日㈮の午前８時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝日を除く）

郵送による受付は書留郵便とし、提出期間内の消印のあるものに限ります。
●受付場所 市役所４階　契約課用度係
●有効期間 １年間（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
●提出書類 ①競争入札（見積）参加願（メールアドレスも記入してください）　②誓約書　③経歴および営
業概要書　④代理店・特約店証明書（特定メーカーにより指定されている場合、メーカーの証明書）　⑤委任状
（支店・営業所等に代理委任する場合。メールアドレスも記入してください）　⑥市税の納税証明書〔未納がな
いこと〕（佐久市に納税義務がある場合のみ）、消費税および地方消費税の納税証明書〔未納がないことの証明〕
⑦各種料金の納付状況報告書（佐久市に納付義務がある場合のみ）　⑧商業登記簿謄本（個人の場合は身分証明
書）　⑨申請する直前１年間の各事業年度の財務諸表　⑩営業許可・認可等の証明書の写し（法令に基づいて得
た許可・認可等の証明書）　⑪業務実績書（印刷および役務・業務委託について申請する方のみ直前２年間の主
な実績）　⑫印刷業者業務調書（印刷業務について申請する方のみ）　⑬清掃・害虫駆除・廃棄物処理・保守点
検業者等業務調書（清掃・害虫駆除・廃棄物処理・保守点検業務について申請する方のみ）
※ 申請要領および申請書等は、市のホームページからダウンロードしてください。
●提出部数 申請書等の提出部数は、正本１部です。申請書類のサイズはＡ４版とし、「提出書類」に記載さ

れた順番にまとめて、市販のフラットファイル（Ａ４版ピンク）に綴じ込んで提出してください
（表・背表紙に商号または名称を記載してください）。

■お問い合わせ　契約課用度係　☎62－3084（直通）
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■出産育児一時金の支給額等
　国民健康保険の加入者が出産したときには、出産育児一時金が支給されます。平成21年10月１日以
降に出産された場合の支給額・申請方法が次のとおり変更となりました（緊急少子化対策として平成21
年10月１日から平成23年３月31日までの出産に係る暫定措置）。
●出産育児一時金の額を４万円増額しました
　出産育児一時金の支給額が４万円引き上げられ、35万円から39万円になりました（産科医療補償
制度に加入する医療機関等での出産は、さらに３万円加算され42万円になりました）。
●出産育児一時金の直接支払制度が導入されました
　出産に要する費用の経済的負担を軽減し、安心して出産できる環境を整備するため、国民健康保険
から出産育児一時金等の額を上限として、被保険者等の出産費用を直接医療機関等へ支払う「直接支
払制度」が導入されました。
　出産育児一時金に関する詳しい内容については、利用される医療機関、国保係または各支所住民課
市民係へお問い合わせください。

■国民健康保険税の減額・免除について
　国民健康保険（国保）は、病気やケガをしたときに備えて、加入する人たちがお金を出し合い、安心
して医療を受けられるようにする制度で、加入者の皆さんから納めていただく保険税や、国・県の負担
金等により運営されています。
　加入者のうち、雇用・経済状況の悪化による事業所のリストラにより失業した方で、失業に伴い収入
が減り、このことにより保険税の納付が困難になってしまうケースがみられます。このようなときは、
保険税の減額や免除の対象となることがありますので、詳しい内容については、国保係までご相談くだ
さい。

「日本年金機構」が
来年１月１日からスタート！

～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします～
　社会保険庁は、一層のサービス向上の実現を目指して、組織・人員を一新し、「日本年金機構」として
生まれ変わります。
●現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」
と名称が変わりますが、年金相談などの窓口として引き続きご
利用いただけます。また、年金事務所は、現在ある社会保険事
務所の建物をそのまま使用しますので、所在地に変更はあり
ません。

●日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事
務所の名義でご案内していた各種の関係書類は、内容により、
今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内させてい
ただくことになりますが、市民の皆さんに何らかの手続を
していただくことは一切ありませんので、ご安心ください。

●日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継
いで行うこととなりますが、公的年金制度は、国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つ
ことについては、これまでと変わりません。 

■お問い合わせ 小諸社会保険事務所 ☎0267－22－1080　市民課年金係 ☎62－3093（直通）
　 社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

廃 止

社 会 保 険 庁

日本年金機構 厚生労働省

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・
運営責任

国民健康保険からのお知らせ

■お問い合わせ　健康づくり推進課国保係　☎62－3164（直通）
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市税の納入は、安全・便利そして確実な「口座振替」をお勧めします。
納期限を忘れていても、自動的に口座から引き落しができます。
忙しい時や、月末混雑する金融機関での納付の手間が省けます。

【利用できる金融機関】 八十二銀行、長野銀行、上田信用金庫、長野県信用組合、
 長野県労働金庫、佐久浅間農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局）

【申し込み先】上記の金融機関のほか、収税課、各支所および各出張所
【持 ち 物】通帳、通帳届出印、納税通知書
【注 　 意】①口座振替の契約は、約定により長期間に渡り口座振替ができないとき、または

必要がない等の理由があるときは、特に申し出をしない限り金融機関より契約
を解除されてしまいます。

 ②納付書の領収欄をご覧いただき、「口座振替」の表示がない場合は、再度口座
　振替の申し込みをお願いします。

市税の納め忘れはありませんか
～12月は市税年末一斉滞納整理月間です～

納入のお願いに市職員が訪問します。納税にご協力をお願いします。
（訪問する職員は「身分証明書」を携帯しています）
納税にご協力をお願いします。

期間:12月10日㈭～28日㈪
納税に関する
相談について

口座振替
について

市税の納入についての相談は、いつでもお受けしてい
ますので、お気軽にご相談ください。

【相談窓口】収税課収税係　☎62－3043（直通）

■お問い合わせ　収税課管理係　☎62ー3043（直通）
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市税の滞納が増えています
期限内納付をお願いします

納期限までに納めることができないときは収税課へ相談を

滞納処分について 　税金を定められた納期限までに納付しないで、さらに督促を受けても納付しなか
った場合を滞納といいます。税金が滞納になると、自宅への訪問や催告書を送付するなどできるだけ早い時
期に納付いただくよう納税相談を行っていますが、納付できる資力があるにもかかわらず滞納状態が続いた
場合は、お勤めの会社や金融機関等へ調査を行い、その人の財産（給与、預金、売掛金、生命保険、年金、
不動産、電話加入権など）について差押えを行うことになります。
　それでも納付いただけない場合は、差押えた財産の公売（換価）を行い、滞納となっている税金に充てる
ことになります。こうした差押え、公売などの一連の手続きを滞納処分といいます。　
　滞納処分は、自主的
に納付いただけない場
合に、税金の確保を図
るため法律に基づき行
わなければならないこ
ととされているもので
すが、このようなこと
がないよう期限内納付
にご協力ください。

●納期限内に納付がなかった場合、次の流れにより処分されます。
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➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡
■お問い合わせ　収税課収税係　☎62－3043（直通）

■お問い合わせ デジサポ長野　☎026－235－1911
 デジサポホームページ　http://digisuppo.jp

　市税は、教育の振興、社会福祉の充実、都市基盤の整備など市が進める事業の大切な財源であり、その財
源確保が重要となります。本来、納税は国民の義務であり、自主的に納めなければならないものです。
　しかし、平成20年度決算では、市税全体の滞納額累計は約14億8,900万円となり、調定額の約１割を
占めています。平成19年度から2,400万円ほど増え、毎年増加しています。再三の催告にもかかわらず、
残念ながら滞納がある現状は税負担の公平性の観点からみてこのまま放置することはできません。
　市では、納税の公平性の確保と収納率の向上を目指し、引き続き差押えなどの滞納処分を強化していま
す。平成20年度の差押え件数は311件と倍増し、今年度はさらに上回るペースで差押えを行っています。

ご利用ください！

共同受信施設の地上デジタル化助成制度
　共同住宅（アパート・マンション）内の共同受信施設の地上デジタル化に対する助成制度がスタート
しています。施設の地上デジタル化対応において、経費負担が過重となる場合（世帯当たり３万５千円
以上）、国の助成が受けられます（国・地方公共団体等が所有する共同受信施設を除く）。

■助成を受けるには、改修工事の実施
前に申請を行う必要があります。
■共同住宅の共同受信施設に対する助
成制度は、平成22年１月15日が
申請の締切になっています。

共同受信施設のアパート・マンション
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■お問い合わせ　税務課市民税係・資産税係　☎62－3040（直通）

事業主・税理士の皆さん
地方税の申告・届出は

インターネットで！
　現在、地方税電子申告システムeLTAX(エルタックス)の普及が進んでいます。市でも４月から導入し、
次のような申告・届出が自宅やオフィスからインターネットを利用した電子申告で可能となりました。
申告の際には簡単で便利なeLTAXをぜひご利用ください。
　なお、eLTAXの詳細や開始の手続き等に関しては、
　社団法人地方税電子化協議会のホームページ http://www.eltax.jp/をご覧ください。

地方公共団体

eLTAX
ポータブルセンタインターネット

自宅自宅自宅

オフィスオフィスオフィス

A県

B市

C市

■電子申告のしくみ

■こんなメリットがあります
●申告手続は自宅やオフィスからインターネットで簡単になります。
●eLTAX対応ソフトウェアなら、市販の税務・会計ソフトでも申告できます。
●複数のeLTAX対応地方公共団体への申告がまとめて一度で済みます。

税　　目 申　　告 申請・届出

個人住民税（市民税・県民税）

●給与支払報告
●給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出
●普通徴収から特別徴収への切替申請
●退職所得に係る納入申告および特別徴収票または特
別徴収税額納入内訳届出　など

●特別徴収義務者の
　所在地・名称変更届

法人住民税（法人市民税） ●中間申告　●確定申告　●修正申告　など ●法人異動届

固定資産税（償却資産）
●償却資産申告（増加資産／減少資産申告）
●修正申告　など

※eLTAXのサービスは無料でご利用いただけますが、ご利用いただくにあたり、パソコン環境やインターネット接続環境、
必要に応じて電子証明書などを事前に準備していただく必要があります。これらには費用がかかる場合があります。
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■個別相談会申込・お問い合わせ　商工課　☎62－3265（直通）

■お問い合わせ　佐久保健福祉事務所　☎63－3164

39歳以下の若年求職中の皆さんが対象

ミニジョブカフェ開催
ジョブカフェ信州が、セミナー・雇用相談を行う「ミニジョブカフェ」を佐久市で開催します。
◆セミナーのお申し込み等は不要です。直接、会場にお越しください。
◆個別相談会は予約制です。商工課に電話でお申し込みください。

期 日  12月18日㈮
時 間 午前９時30分～正午 （就職意識啓発セミナー）
 午後１時～５時 （個別相談会）
会 場 佐久勤労者福祉センター３階
就職意識啓発セミナー「早期就職塾」
●現状を踏まえた就職活動の心構えと求められる人材
●仕事理解と職業訓練について

個別相談会
●雇用相談、個別カウンセリング
　（１人１時間の予約制・佐久市内の方優先：8人）

参加
無料

「若者誰もが気軽に立ち寄
れる空間」をキーコンセプトに
サポートしています。喫茶店
やコンビニに行く感覚で来て
みてください！

ジョブカフェ信州とは
 長野県が厚生労働省や雇用・能力開発機構、NPOと連携して、カウンセリング
から職業紹介まで、就職に関するさまざまなサービスを提供する施設です。

【ジョブカフェ信州　長野分室】
〒380-0835 長野市大字南長野新田町1485-1　もんぜんぷら座４階
 ☎026－228－0320 http://www.jobcafe-shinshu.pref.nagano.jp/

12月1日は「世界エイズデー」です
　エイズはHIVというウイルスに感染することで起こる病気です。長野県は、全国的にみてもHIV感染
者・エイズ患者が多く報告されています。特に日本人男性が多く、エイズを発症してから報告されるこ
とが多いです。
　佐久保健福祉事務所では、エイズに関する相談やHIV検査を無料で行っています。その日のうちに結果
をお伝えできるHIV迅速検査も受けられますので、お気軽にお問い合わせください。

HIV検査は、いつでも検査が受けられる「通常検査」と、
その日に結果がわかる「迅速検査」があります。

①HIV通常検査
●平日　午前８時30分～午後５時15分（随時受付）
※検査結果は、１週間後以降に来所していただきお伝えします。
②HIV迅速検査
●毎週木曜日　午前９時～11時／毎月第１火曜日　午後５時～６時（電話にて予約が必要）
※検査結果は、およそ１時間後に来所していただきお伝えします。
　（確認検査が必要な場合は、1週間後以降になります）

HIV検査の実施日時等
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年末の交通安全運動が
始まります！　年末は、飲酒の機会が多く、また、積雪や凍結等道路環境の悪化に

より、交通事故の多発が予想されます。広く県民に交通ルールの遵守
と正しい交通マナーの実践を呼びかけ、交通事故防止の徹底を図るた
め、この時期に、長野県独自の交通安全運動として「年末の交通安
全運動」が実施されます。

運 動 期 間12月11日㈮～31日㈭
スローガン 「信濃路は ルールとマナーの 走るみち」
運動の重点　１. 飲酒運転の根絶　２. 高齢者の交通事故防止
３. 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用
の徹底　４. 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故
防止

1飲酒運転の根絶
　飲酒運転は悪質な犯罪です！しかし、飲酒運転による
悲惨な交通事故がいまだに後を絶ちません。飲酒運転を
した人だけではなく、「お酒を提供した人」「車を提供し
た人」「同乗した人」も処罰されます。飲酒運転は、あ
なたの人生をダメにします。自分の家族のためにも、飲
酒運転は絶対にしないでください！

2高齢者の交通事故防止
　高齢死者は、全死者の６割を占めています。高齢者に
対する保護意識を醸成するとともに、高齢者自身の交通
安全意識の高揚を促進しましょう。高齢歩行者の多くは、
自宅近くで交通事故に遭っています。いつもの通り慣れ
た道路でも、しっかり安全を確認して渡りましょう。運
転者の皆さんは、高齢者を見かけたら「思いやり」の心
を持って運転しましょう。

3全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底

　シートベルト非着用者の致死率は着用者の約９倍。シ
ートベルトは命綱です。運転席・助手席のほか後部座席
もシートベルトを着用しましょう。シートベルトは正し
く着用しましょう。誤った使用ではベルトの着用効果が
ありません。チャイルドシート着用は大人の責任です。

4夕暮れ時と夜間の歩行中・
　自転車乗用中の交通事故防止

　歩行中・自転車乗用中の死亡事故の約６割が夜間に発
生しています。夜間は、視界が狭くなります。横断者が
いることを予測して安全な速度で運転しましょう。特に
右側からの横断者に気づくのが遅れがちです。こまめな
ライトの切り替えで早期発見に努めましょう。夜道を歩
くときは、明るい服装と反射材の活用に努めましょう。

■お問い合わせ　生活環境課生活交通係　☎62－3094（直通）

■お問い合わせ　健康づくり推進課保健推進係　☎62－3196（直通）

ノロウイルスノロウイルスによる
食中毒にご注意!

　例年、ノロウイルスによる食中毒は冬に多く発生しています。この食中
毒は、「ノロウイルスによる感染性胃腸炎」の患者が急増すると、二次感染
により拡大する傾向があります。
　次のポイントに心掛け、予防しましょう。

●せっけんで手をよく洗いましょう。
 外出先から帰ったあと、トイレのあと、調理の前や食事の前にも。
●加熱調理する料理は、十分に火を通しましょう。
●便や吐しゃ物の取り扱いには、十分に注意しましょう。

　下痢や発熱などの胃腸炎
症状のある時は、調理に従
事しないようにしましょう。

食品を取り扱う営業者の方へ
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佐久スキーガーデン「パラダ」
ウィンター

スポーツ
ウィンター

スポーツ

シーズン到
来！

シーズン到
来！

佐久スキーガーデンパラダは、12月20日㈰にオープンする予定です。
今シーズンも市民優待カードを販売しますので、皆さんぜひご利用ください。

■購入条件：佐久市民および佐久市にお勤めの方
　（ご住所、身分の証明できるもの、保険証等お持ちください）
■販売期間：12月19日㈯～平成22年１月31日㈰
■有効期間：2009－2010シーズン中
■販売価格：3,000円（税込み）
■申込方法：パラダ窓口で申込用紙を受け取り、必要事項をご記入の上、同窓口へお申し込みください。
  （南パラダ：センターハウス管理事務所、北パラダ：チケット売り場）

大大大大大大大大大大特特特特特特特特特特典典典典典典典典典典（特典は、他の割引との併用はできませんのでご了承ください）

■お申し込み・お問い合わせ 佐久スキーガーデン「パラダ」市民優待カード係
 ☎67－8100　URL  http://www.saku-parada.jp

そそそそそそそそそそそそそのののののののののののの❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶ リフト券優待割引 （単位：円）

券　　種 通 常 料 金 カードご優待料金

１日券  大　人 3,900（2,900） 2,000（1,500）

１日券  小学生
　　　  シニア 2,900（2,100） 1,500（1,100）

●チケット購入時に窓口へ提示ください。
●（　）内は平日料金
●割引料金はシーズン通しての料金です。
●優待カード１枚につき、一日１回、５人までご利用になれ
ます。

●12月29～31日および１月２日は土休日料金となります。
●大人は中学生以上、シニアは55歳以上が対象となります。

そそそそそそそそそそそのののののののののの❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷ レンタルセット1日料金が500円引（単位：円）
券　　種 通 常 料 金 カードご優待料金

スキー３点セット
ボード２点セット

大 人 4,000 3,500

小 人 3,000 2,500

●申し込み時にレンタル受付へ提示ください。
●大人は中学生以上、小人は小学生以下
●優待カード１枚につき、一日１回、５人までご
利用になれます。

そそそそそそそそそそそそそののののののののののののの❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸ 南北パラダ内
        レストラン10%割引

南パラダセンターハウス
北パラダセンターハウス

ご利用総額の10%割引
精算前に各レジへ提示ください。

営業日:12月20日㈰～3月31日㈬
時間: 午前8時30分～４時30分（全日）
※営業期間、時間等はゲレンデ状況により変更する
　場合があります

スキー場
営業

佐久市役所に程近い三河田工業団地信号付近
11月12日から2月28日まで点灯されます

佐久の冬を彩るイルミネーション
　師走を迎え、寒さも厳
しさを増してきましたが、
街には訪れる人を和ませ、
楽しませるイルミネーシ
ョンが輝く季節でもあり
ます。市内各所に素晴ら
しいイルミネーションが
ありますのでお出掛けの
ついでに立ち寄ってみれ
ば、普段と違う佐久の風
景が楽しめるのではない
でしょうか。

12月１日から１月15日まで塩名田地区一帯
にイルミネーションが輝きます
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プラネタリウム特別投映番組

科学体験工房

企画展 プラネタリウム秋季番組

プラネタリウム冬季番組

ライブ番組「秋の星座と神話の世界」
テーマ番組「ミューズが見た宇宙

～音楽で綴る天体望遠鏡400年の歴史～」
　秋の星座紹介や音楽の女神「ミューズ」が奏でる、時
代を彩った音楽と一緒に、さまざまな望遠鏡の向こうに
広がる宇宙の姿を紹介します。
期間 12月６日㈰まで
料金 観覧券または入館観覧セット券で観覧できます。

ライブ番組「冬のダイヤモンドを
探しにいこう！」

テーマ番組「双子の星第2話
海に落ちたお星様」

　“さそり座”の中に輝
く双子の星。星めぐり
の歌にあわせて、銀の
笛を吹くことが２人の
役目です。ある日２人
は彗星にだまされ海の
底に落とされてしまい
ます。宮沢賢治原作の心温まる童話の世界をお楽しみ
ください。
期間 12月12日㈯から
料金 観覧券または入館観覧セット券で観覧できます。

「色ってなぁに？
いろいろな色の企画展」

　どうして色が見えるのか、また、どうして色がつくの
か、物理・化学・生物・地学の視点から色に注目してみ
ます。身近な色にはどんな科学があるのでしょうか。
期間 １月11日㈪まで
料金 入館料のみで見学、体験できます。

「クリスマスＣＤコンサート」
　クリスマスソングなどを聴きながら冬の夜空に輝
く星々や星座などのお話、クリスマスにまつわるお
話などをお楽しみください。
日時 【子ども・家族向け】①12月19日㈯②12月

22日㈫　両日とも午後６時30分～７時30
分（受付は、午後６時～６時20分）

 【大人向け】12月19日㈯　午後８時30分～
９時30分（受付は、午後８時～８時20分）

料金 大人560円／子ども280円（３歳以下は無料）
定員 各150人
申込 事前申込制です。子ども未来館まで電話でお
申し込みください。定員になり次第、締め切ります。

実 験 教 室
　土曜、日曜、祝日は科
学体験工房で実験教室が
開催されます。100種類
以上ある実験の中から週
変わりで実験をしていま
す。驚きがいっぱいの科
学の世界を体験してみませんか？
時間 ①10時40分～　②１時30分～　③３時～
※当日の申し込みが必要です。
※小学生低学年以下の方は保護者と一緒に参加して
ください。
料金 入館料のみで体験できます。

お 知 ら せ

巡回展

「太陽のふしぎ」
　ガリレオ・ガリレイが初めて太陽の黒点を観測してか
らおよそ400年。ＪＡＸＡの太陽観測衛星「ひので」を
はじめとする最新鋭の観測装置がつぎつぎに明らかにし
ている太陽の知られざる姿をご紹介します。
期間 12月1日㈫～27日㈰
料金 入館料のみで見学、体験できます。

利用案内 　　　　　　　　　　　　　　　　
開館時間 午前９時30分～午後５時
休 館 日　毎週木曜日（木曜日が祝日の場合は開館）
※詳しくは子ども未来館までお問い合わせください。

■お問い合わせ　子ども未来館　☎67－2001
URL http://www.kodomomiraikan.city.saku.nagano.jp

個　人

入館料 科学展示室、科学体験工房等
　　　　に入館する場合

大　人　500円

子ども　250円

観覧料 プラネタリウム投映番組を観
　　　　覧する場合

大　人　700円

子ども　350円

入館観覧セット料
大　人1,000円

子ども　500円
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冬の特別企画展
生きるための昆虫の知恵展

　12月19日㈯からは冬の特別企画展、「生きるための昆虫の知恵展」
が始まります。
　春、菜の花に来ていたモンシロチョウ。夏の間は我が物顔で樹液を占
領していたカブトムシ。秋の夜長を鳴き通していたスズムシ。厳しい冬
を迎え、彼らは死に絶えてしまったのでしょうか？昆虫たちの生と死に
ついて紹介します。

お問い合わせ　昆虫体験学習館 ☎68－ 1111　http://www.saku-parada.jp

昆虫体験学習館利用案内
■開館時間 ●午前10時～午後４時30分 [12/19～ 4/15]
 ●午前９時30分～午後５時 [4/16～ 7/15、9/1～ 11/30]
 ●午前９時30分～午後６時 [7/16～ 8/31]
■料　　金 大人200円／子ども100円 ※子どもは４歳以上15歳未満。４歳未満は無料

昆虫体験学習館

■お問い合わせ　天体観測施設うすだスタードーム　☎82－0200

ふたご座流星群観望会
　夏のペルセウス座流星群と並び、毎年多くの流星が流れることで有名な
「ふたご座流星群」。今年は12月13日～14日が出現のピークで、月明かりも
なく非常に良い条件で観察できます。うすだスタードームでは13日に観望
会を開催し、流星のほか、大型望遠鏡による冬の星空観望を行います。

日　時 12月13日㈰　午後９時～午前０時（申込不要・自由解散）
参加費 無料（入館料：大人500円／小中学生250円は必要です）

クリスマス観望会
 クリスマス間近の星空を楽しむ観望会です。すばるやオリオン座など、
冬の星空の名所を、望遠鏡や双眼鏡でご案内します。大勢の皆さんの参加
をお待ちしています。

日　時 12月19日㈯　午後７時～９時（申込不要）
参加費 無料（入館料：大人500円／小中学生250円は必要です）

EE
12/19土～

【冬の休館日のお知らせ】
　昆虫体験学習館は春から秋まで無休で開館していますが、年２回、スキーシーズンとグ
リーンシーズンの切り替え時期に、昆虫標本や設備等のメンテナンスをかねて休館します。
ご理解をお願いします。

休館日　12月１日㈫～18日㈮
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◉師走12月

注 意
Attention

●もちづき人権フェスティバル
期日　12月５日㈯午前９時30分～
会場　望月人権文化センター
内容　◆人権講演会　◆映画上映
◆解放子ども会発表　◆健康相談
◆生活・人権相談　◆屋台　◆ビン
ゴ大会　◆わたあめ・とん汁サービ
ス等
【４日㈮～10日㈭】人権パネル等展示
参加費　無料
問合せ　望月人権文化センター
　　　　（☎51-1135）

●公的個人認証サービスを一時停止
します
　システムの切り替え作業に伴い、
市民課窓口と各支所での電子証明書
の発行・失効業務等を、次の期間停
止します。
停止期間　12月25日㈮午後５時～
平成22年１月４日㈪午前８時30分
問合せ　市民課市民戸籍係
　　　　（☎62-3087）

●買い物やお食事は市内の商店や飲
食店で！
　忘年会、クリスマス、お歳暮商戦
のシーズンです。厳しい経済環境の
中で、地域の活性化を図るため、市
内の商店や飲食店等を積極的にご利
用ください。
問合せ　商工課商業振興係
　　　　（☎62-3265）

●こころの健康を守る講演会
～みんなで考えよう！大切な命～
日時　12月５日㈯午後１時30分～
会場　佐久市研修センター
　　　（佐久市総合体育館隣り）
演題・講師　◆「自殺防止対策の今」
佐久保健福祉事務所　長浦美晴氏
◆「死と向き合う中で…」伊那谷・
生と死を考える会代表　大法寺住職
藤塚義誠氏
問合せ　健康づくり推進課健康増進
係（☎62-3189）

●灯油の流出にご注意を！
　冬本番を迎えるにあたり、各家庭
でも灯油ストーブなどの暖房器具が
欠かせないと思いますが、それに伴
い灯油の流出事故も多発します。
　原因は、「ホームタンクからの小分
け中に現場を離れてしまった」、「バ
ルブをきちんと閉めなかった」、「燃
料の配管設備が老朽化して破損した
のに気が付かなかった」などの「う
っかりミス」がほとんどです。灯油
はいったん河川に流出すると、少量
であっても下流の飲料水、養魚場、
農作物に大きな損害を与える可能性
があり、原因者には損害賠償と油除
去、土壌入替など事故処理の責任が
生じます。
　また、河川に流入しなくても、火
災や土壌・地下水汚染の原因となり
ますので、灯油など油類は細心の注
意を払って取り扱いましょう。

■灯油の流出事故を未然に防止する
ためのポイント
◆ホームタンクから小分け中には絶
対その場を離れない。
◆小分けした後は、タンクのバルブ・
コック等を完全に締める。
◆小分けタンクには灯油を80％以上
入れない。
◆小分けタンクを持ち運びするとき
は必ず蓋をする。
◆ホームタンクに防油堤を設置する。
◆露出の配管や継ぎ手部分は定期的
に漏れがないか点検する。
◆タンクと燃焼機器を接続する金属
配管や耐油ゴムホースを点検し、劣
化している場合は専門業者に修繕し
てもらう。
◆ホームタンクの残量を定期的に確
認する習慣をつけ、季節ごと１か月
の消費量を把握する。
◆燃焼機器の更新時には配管も併せ
て点検する。
◆地下埋設管は地表面付近の腐食の
進行が早いので、露出配管に布設換
えするか、定期的に気密試験を行う。
◆灯油は引火性の液体危険物である
ことを再認識する。
　万一、事故を起こしてしまったら、
直ちに流出防止措置を行い、佐久消
防署（☎62-0119）、生活環境課（☎
62-3094）または各支所住民課生活
環境係にご連絡ください。
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お 知 ら せ
Information

●子育て応援特別手当が執行停止
になりました
　広報佐久10月号で「子育て応援特
別手当」について、該当となる皆さ
んへお知らせをしましたが、国は、
10月15日に、より充実した新しい
「子ども手当」の創設などの理由から
「子育て応援特別手当」について、執
行停止を決定しました。
　市では、国の決定に従い「事業の
執行を停止する措置」を取りますが、
今後とも「安心して生み育てること
ができる社会の構築」に向けて、よ
り一層の事業の推進を図っていきま
すので、国の決定に特段のご理解を
いただきますようお願いします。
問合せ　児童課児童係（☎62-3149）

●ＤＶ等被害者の方に生活支援金を
給付しています
　９月30日に申請が終了した「定額
給付金」および「子育て応援特別手
当」の対象者であるのに、ＤＶ（配
偶者からの暴力）、その他の暴力等か
ら逃れるため、住民基本台帳等に記
載されている住所とは異なる場所に
居住をしていることから、これらの
手当てを受け取ることができなかっ
た方に、生活支援として相当額を給
付しています。提出期限を過ぎての
申請はできませんので、早めに福祉
課までお問い合わせください。
申請受付期限　12月28日㈪
問合せ　福祉課庶務係（☎62-3147）

●第40回健康ネットワーク21講演会
　2009年４月にメキシコで始まり、
秋から日本でも感染が再拡大してい
る今回の新型インフルエンザの現状
と感染対策・治療について、例年の
季節性インフルエンザとの違いを比
較しながらお話します。
日時　12月17日㈭
　　　午後７時～８時30分
会場　佐久勤労者福祉センター
　　　２階　第５会議室
演題　「今回の新型インフルエンザの
　　　傾向と対策」
講師　浅間病院院内感染防止委員会
　　　箕輪隆医師
参加費　無料
問合せ　浅間総合病院地域医療室健
康管理科（☎67-2295・内線5150）

●会社・法人登記事務の取扱庁が変
わります
　長野地方法務局佐久支局で取り扱
っている商業・法人登記事務につい
ては、平成22年１月12日から長野地
方法務局法人登記部門で取り扱うこ
とになります。
　なお、会社・法人の登記事項証明
書、印鑑証明書（印鑑カードが必要
となります）の交付事務（動産・債
権譲渡登記に係る概要記録事項証明
書の交付事務を含む）については、
引き続き佐久支局でも取り扱います。
　また、不動産登記事務については、
取り扱いの変更はありません。
※取扱庁変更後の会社・法人登記の
ご相談は、すべて長野地方法務局法
人登記部門（☎026-238-7580また
は☎026-235-6651）でお受けします。

●献血にご協力をお願いします
　輸血を必要とされている患者さん
のために、大勢の皆さんのご協力を
よろしくお願いします。
■佐久税務署
日時　12月８日㈫午後３時～４時
■くろさわ病院
日時　12月９日㈬
　　　午後１時30分～３時30分
■佐久水道企業団
日時　12月18日㈮
　　　午前９時30分～11時30分
※都合により時間等変更になる場合
がありますので、ご了承願います。
持ち物　運転免許証等本人確認がで
きる物、献血手帳（持っている方）
問合せ　健康づくり推進課保健推進
係（☎62-3196）

●12月４日から10日まで「人権週
間」です～特設人権相談所を開設～
　佐久人権擁護委員協議会では、特
設人権相談所を開設します。予約は
不要です。相談は無料で秘密は厳守
します。
日時　12月４日㈮
　　　午前10時～午後３時
会場　野沢会館・浅間会館・駒の里
ふれあいセンター・あいとぴあ臼田
相談内容　家庭内におけるさまざま
な問題、近隣のもめごと、プライバ
シーに関する問題、いじめなどの子
どもに関する問題など、暮らしの中
でのさまざまな問題についてお気軽
にご相談ください。
相談員　人権擁護委員
問合せ　法務局佐久支局
　　　　（☎67-2272）
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◉師走12月

ご 案 内
Guidance

ス ポ ー ツ
Sports

●「佐久平の美術展」作品募集
　公募第24回「佐久平の美術展」を、
平成23年２月20日から３月７日まで
近代美術館で開催します。この展覧
会に出品を希望される方は募集要項
をご請求ください。皆さんの応募を
お待ちしています。
部門　日本画・洋画・彫刻
規格　絵画はＦ100号以下。額・吊
り金具を装備する。画面保護が必要
な場合はアクリル板を使用のこと。
彫刻は２ｍ以下で60kg以下、自立す
るもの（最小サイズほかの規定もあ
ります）。
出品料　１点3,000円（高校生1,000円）
搬入　平成22年１月23日㈯～24日
㈰（近代美術館に直接搬入）
審査員　大矢紀先生・那須勝哉先生・
入江観先生・馬越陽子先生・下川昭
宣先生（審査を行い入選作品による
展覧会を開催します。）
問合せ　近代美術館（☎67-1055）

●佐久平の美術展受賞者展
　美術作品の公募展、佐久平の美術
展受賞者の作品展を開催します。平
成20年度の市長賞、土屋きみ子（日
本画）、荒田正代（洋画）ほか12人
の作品を展示。観覧無料です。
会期　12月23日㈬～平成22年１月
　　　11日㈪
時間　午前９時30分～午後５時
会場　近代美術館視聴覚室
問合せ　近代美術館（☎67-1055）

●中央隣保館からのご案内
■人権啓発パネル展と中央隣保館
　教室作品展
　12月４日からの人権週間にあわせ
て、人権啓発パネル展と中央隣保館
教室作品展を開催します。
期間　12月４日㈮～９日㈬
時間　午前９時～午後４時
会場　中央隣保館
内容　◆人権啓発パネルの展示
◆中央隣保館教室の作品展（絵手紙
教室・手芸教室・書道教室・菊づく
り教室）
※５日㈯と６日㈰は啓発ビデオを上
映します。
参加費　無料
■地域交流事業　健康料理教室
　第２弾ぴんころ御前
　食生活改善推進委員さんのご指導
で、寒い冬に向かって体にやさしい
健康料理を作ってみませんか
日時　12月８日㈫
　　　午前９時～午後１時
会場　中央隣保館
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具
定員　20人（申込順）
参加費　食材費実費
受付　12月４日㈮まで
■地域交流事業　正月の生け花教室
日時　12月25日㈮
　　　午後１時30分～３時
会場　中央隣保館
定員　20人（申込順）
持ち物　花器、剣山、はさみ
参加費　2,000円程度（花代）
受付　12月14日㈪まで
申込・問合せ　中央隣保館
　　　　　　　（☎62-0991）

●少年少女スキー教室参加者募集
対象　小学３年生～中学生
日時　１月17日㈰・24日㈰・31日
㈰　午前８時30分～午後０時30分
会場　佐久スキーガーデンパラダ
定員　50人
参加費　4,000円（申込時に納入し
てください）
受付　12月１日㈫から（電話での申
し込みはできません。）
申込・問合せ　体育課体育振興係
（佐久市総合体育館内・☎62-2020）

●第43回佐久市民スケート大会兼
第21回銀河連邦星の町スピードス
ケート親善大会参加者募集

期日　１月16日㈯
会場　松原湖高原スケートセンター
種目　◆小学校３年～中学校および
一般男女500ｍ　◆小学校５～６年
生男子1,500ｍリレー・女子1,000ｍ
リレー　◆小中学校および一般男女
2,000ｍリレー　◆園児100ｍ
◆小学校１～２年生300ｍ
参加費　一人1,000円（申込時に納
入してください）
申込・問合せ　佐久市体育協会事
務局（佐久市総合体育館内・☎62-
2020）
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募 集
Classifi eds

●佐久市観光フォトコンテスト
2009作品募集締切迫る
　佐久市の観光と自然の美しさをテ
ーマとした作品（観光地・祭り・イ
ベント等）を募集しています。未発
表の作品なら撮影時期は問いません。
カラープリント四ツ切（Ｓ-４、Ｗ-
４を含む）で応募してください。
応募締切　平成22年１月８日㈮
　　　　　（当日消印有効）
応募先　佐久市観光協会事務局（観
光課内）、長野県カメラ商組合・協同
組合長野県営業写真家組合・佐久市
写真師会の各加盟店
問合せ　佐久市観光協会事務局
　　　　（☎62-3285）

●市営住宅入居者募集
■花園団地（岩村田：募集１戸）
建設年度　平成５年度
構造等　中層耐火構造３ＤＫ
家賃　19,400円～28,900円
■樋村団地（平賀：募集１戸）
建設年度　昭和56年度
構造等　簡易耐火構造２階３ＤＫ
家賃　14,300円～21,300円
■下越団地（下越：募集１戸）
建設年度　平成６年度
構造等　中層耐火構造３ＤＫ
家賃　21,100円～31,400円
■望月団地①（望月：募集１戸）
建設年度　平成７年度
構造等　中層耐火構造３ＤＫ
家賃　18,900円～28,100円

■望月団地②（望月：募集１戸）
建設年度　平成５年度
構造等　中層耐火構造３ＤＫ
家賃　16,100円～24,100円
資格　次の条件をすべて満たす方
①同居親族があること（花園・下越・
望月団地①は、３人以上の世帯であ
ること）。
②収入が公営住宅法施行令に定める
金額を超えていないこと。
③住宅に困窮していることが明らか
であること。
④佐久市に在住しているか、佐久市
内に勤務先があること。
⑤市税等の滞納がないこと。
⑥入居指定日に入居可能であること。
⑦入居申込者およびその同居者とな
る方が暴力団員ではないこと。
※入居が決定した場合は、連帯保証
人（資格要件があります）２人が必
要となります。家賃は一般階層世帯
月額家賃を表示しています。
受付　12月１日㈫～11日㈮
抽選会　12月16日㈬
入居指定日　１月１日㈮
申込　市営住宅入居申込書に市の指
定する書類を添えて、平日の８時30
分から午後５時30分までに建築住宅
課住宅管理係または各支所経済建設
課へお申し込みください。申込者が
募集戸数を超えるときは、公開抽選
の方法により入居者を決定します。
問合せ　建築住宅課住宅管理係（☎
62-3430）または各支所経済建設課
【随時募集団地】
■相立団地■宮川団地■並木団地■
下越団地（特定公共賃貸住宅）

●障害者自立生活支援センター
■料理教室
　１人でも作れる簡単でおいしい料
理をマスターしてみませんか。支援
スタッフがお手伝いしますので、安
心して参加いただけます。
対象　障害のある方
日時　12月15日㈫
　　　午前10時～午後１時30分
会場　望月総合支援センター調理室
定員　20人（申込順）
持ち物　エプロン、タオル
参加費　１人400円（食材費）
■パソコン教室
対象　障害のある方
日時　12月18日㈮
　　　午後１時30分～３時30分
会場　情報センターパソコン研修室
内容　年賀状の作成
定員　20人（申込順）
持ち物　筆記用具、フロッピーディ
　　　　スクなど
参加費　無料
申込・問合せ　障害者自立生活支援
センター（☎64-0212）

●住まいづくり緊急支援事業助成金
　長野県では、県産木材を70％以上
使用する住宅で、省エネルギーや耐
久性の向上など一定の基準を満たす
住宅を新築または購入する方に対し
て助成金を交付します。
助成額　45万円
受付　平成22年２月26日㈮まで
申込　佐久地方事務所建築課
問合せ　佐久地方事務所建築課（☎
63-3160）または県庁住宅課（☎02
6-235-7339）
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早期発見には、がん検診を
受診することが大切です。

がん検診を受けましょう「乳がん」「乳がん」編編
　今回は、「乳がん」を特集します。女性
の皆さん！「乳がん」について知りましょう。

「乳がん」の特徴・症状
●最も多くの女性がかかるがん
  約４万人発症／年。
 （ 日本人女性20人に１人がかかる割合）
●り患率・死亡率が上昇傾向
●転移・再発しやすい
●症状： 乳房のしこり・えくぼなどの皮膚の変化、腋の
 下のリンパ節のはれ、乳頭分泌、びらん（皮膚
 のただれ）、腕のむくみ、しびれ等

早期発見のカギを握るがん検診
●乳がんの68.6％が、自分で異変を見つける「自己検診」で見つかっています。
●20.4％は、自覚症状が出る前に検診で見つかっています。
　　　　　　　－日本乳癌学会「全国乳がん患者登録調査」（2006年）より－
日ごろから自己検診をするとともに、40歳以上の人は２年に１度（下記のＱ＆Ａを参照）

「乳がん検診」を受けるようにしましょう。

検診を受けましょう
　乳がん検診は、「佐久市の検診」「職場検診」
「人間ドック」などがあります。
【検診の種類】
●視触診・マンモグラフィ・乳房超音波検査

　今年度受診対象者の方（平成21年度に偶数年齢を迎える方）には、薄緑色の受診券をお届けしましたので、ご
確認ください。受診券に「乳がん検診」の表示がある方は、次のいずれかの方法で受診することができます。

●検診車による集団検診（市内の地区会館・保健センターにて実施します）
【申込方法】 受診券に同封してある「集団健（検）診予約申込書」により、市役所または各支所へお申し込みく
 ださい（詳細は、健康カレンダーP28-29をご覧ください）。

●医療機関での検診（市が指定する医療機関にて受けられます）
【申込方法】 受診券が届いたら、ご希望の医療機関へお申し込みください（詳細は、健康カレンダーP28-29
 をご覧ください）。

■お問い合わせ　　健康づくり推進課保健推進係　☎62－3196（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康増進係　☎62－3189（直通）

「佐久市の検診」の受診方法

○健康カレンダーは、市役所・各支所にあります。不明な点は、下記までご連絡ください。
○今年度に限り「女性特有のがん検診」の対象の方には、クーポン券を送付しましたので、ご利用ください。

Q 乳がん検診はどうして、
 ２年に１度しか対象にならないの？

A  国が実施している専門家で構成される「がん検診に関する
 検討会」で、乳がん検診の受診間隔について検討した結果、
２年に１度とすることが適切であることが報告されたためです。
ただし、しこりが触れるなどの自覚症状を認めるときは、検診の
機会を待つことなく、速やかに乳房疾患の診療を専門とする乳腺
外科等の医師を受診するようにしてください。
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暮 ら し 健 康 メ モと

12月の子育てサロン／全会場9:30～11:30

12月のつどいの広場相談コーナー

ご寄附ありがとうございます

浅間中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　佐藤アドバイザー
直通相談電話　☎67-7250
野沢中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　小林アドバイザー
直通相談電話　☎62-2551
中込中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　金森アドバイザー
直通相談電話　☎62-6810
東中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　小平アドバイザー
直通相談電話　☎67-7366

臼田中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　堀田アドバイザー
直通相談電話　☎82-2130
浅科中学校
期日　㈫・㈮
相談員　内藤アドバイザー
相談電話　☎58-2101(代)
望月中学校
期日　㈪・㈭
相談員　内藤アドバイザー
直通相談電話　☎53-3330

■特別支援を必要とする児童生徒の就学・教育に関する相談
日時　㈪～㈮9:00～16:00
相談員　就学指導委員会専門員（小林・澤田）
本庁相談室　☎62-3478（内線369）
※不在のこともありますので、来庁される際は、電話をお願いします。
■心の相談室
日時　㈬14:00～17:00 相談員　心理教育相談員（小室）
野沢会館内チャレンジ教室隣・佐久市保健センター（休日のため休み）
☎62-3478（要予約）

　乳幼児連れの親たちが気軽に集い、語り合い、交流
ができる場です。お気軽にお出掛けください。

■サングリモ中込／9:00～16:00
１日・２日・４日・５日・７日・８日・９日・11日・
12日・14日・15日・16日・18日・19日・21日・22日・
25日・26日・28日

■あさしな保育園内／9:00～14:00
２日・４日・７日・９日・11日・14日・15日・16日・
18日・21日・24日・25日・28日

■問合せ　児童課児童係（☎62-3149）または
　　　　　各支所保健福祉課福祉児童係

●行政相談
市役所市民ホール 12月18日㈮ 13:00～16:00
あいとぴあ臼田 12月18日㈮ 13:30～16:00
■問合せ　庶務課庶務係　☎62-3002（直通）
●司法書士無料法律相談
日時　12月25日㈮13:00～15:00
会場　浅科支所第１・２会議室
■問合せ　庶務課庶務係　☎62-3002（直通）
●交通事故巡回相談
日時　12月11日㈮10:00～15:00
会場　佐久合同庁舎402号会議室
■問合せ　生活環境課生活交通係　☎62-3094（直通）
●家庭児童相談
■家庭児童相談室（祝日を除く）
日時　㈪～㈮9:00～16：00 相談員　小林子ども特別対策推進員
相談電話　☎62-3149
■各児童館（下越児童館は除く）
日時　㈪～㈮13:00～16:00 相談員　各児童館長
●教育・いじめ相談
■教育委員会教育相談室（祝日を除く）
日時　㈪～㈮9:00～16:00
相談員　スクールメンタルアドバイザー等
本庁相談室 ☎62-3478（内線573）
臼田支所相談室 ☎82-3111（内線259）
浅科支所相談室（㈫・㈮） ☎58-2001（内線18）
望月支所相談室（㈪・㈭） ☎53-3111（内線400）
■中学校相談室（休校日を除く）　時間13:00～16:00

■中佐都児童館 ３・17日㈭
■野沢児童館 ８・22日㈫
■岩村田児童館 11日㈮
■中込児童館 ４・18日㈮
■東児童館 １・15日㈫
■切原児童館 ２日㈬
■高瀬児童館 ９日㈬
■岸野児童館 ７・21日㈪
■泉児童館 ２・16日㈬
■佐久城山児童館 10日㈭
■望月児童館 １・15日㈫
■平根児童館 14日㈪
■小田井児童館 21日㈪
■臼田児童館 ９日㈬
■青沼児童館 16日㈬
■あさしな児童館 10日㈭

【ふるさと納税寄附】
　▼「ふるさとのおやじおふくろ達者かい」に
　　金４万円 井出直子様（東京都）
【一般寄附】
東保育園へ
　▼ミニかぼちゃ150個 中沢隆弘様（岩村田）
切原保育園へ
　▼とうもろこし20本 小金沢幸雄様（上小田切）
　▼すいか４個 井出誠様（上小田切）
　▼たまご15個、さつまいも13kg、
 　ポップコーン14本 草間眞一様（中小田切）
　▼すいか８個 小林正昭様（上小田切）
岩村田児童館へ
　▼お手玉25個、お手玉入れ

牧野米様（岩村田）
児童館へ
　▼図書 国際ソロプチミスト佐久様
子ども未来館へ
　▼金43,000円

LOHAS OF HAIR OLIVE様（佐久平駅北）
介護保険通所介護事業所等へ
　▼手作りジグソーパズル16セット

松本昌典様（野沢）
市へ
　▼「日本史三千年」50冊 依田武勝様（前山）
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税　　金
コーナー

保 険 料
コーナー

乳幼児健診・予防接種・教室コーナー妊婦一般健康診査

乳幼児健診・予防接種

母子保健事業母子保健事業

地域集団健診

　母子手帳交付時に妊婦一般健康診査受診票が交付されます。安
心・安全なお産が迎えられるよう、適切な時期に定期的に妊婦健
診を受けましょう。妊娠がわかったら、「妊娠届」を下記のすこや
か相談室にすみやかに提出し手続きを行ってください。

会　　場 電話番号 時　間〈平日〉
月曜日～金曜日

佐久市保健センター 63-3080（直通）
62-2111（内線274） ８:30～17:00

臼田支所保健福祉課 82-3115（直通） ９:00～12:00
浅科支所保健福祉課 58-2001（代表） ９:00～12:00
望月支所保健福祉課 53-3111（代表） ９:00～12:00
※臼田・浅科・望月支所は、午前中のみとなります。
　ご了承ください。

★下記の教室は、いずれも事前の申込が必要です。
★1月の予定をお知らせします。
　年間予定は「健康カレンダー」でご確認ください。

■パパママ教室「妊娠　前期教室」
対象 主に妊娠４～６か月の妊婦とお父さん
内容 おなかの中の赤ちゃん・妊娠中の栄養・お父さんの

妊婦体験
会場・日程 浅科保健センター １月26日㈫
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）

■パパママ教室「妊娠　後期教室」
対象 主に妊娠７～８か月の妊婦とお父さん
内容 出産後の育児について・お母さんのお口チェック・

赤ちゃんの抱っこ体験
会場・日程 臼田保健センター １月14日㈭
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）

■離乳食教室「はい  あ～んして」
対象 生後２～３か月児をもつお母さん・お父さん
内容 離乳食作り＊託児ができますのでご利用ください。
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物 母子健康手帳、エプロン、オムツ・ミルクなどの

必要なもの
会場・日程 佐久市保健センター １月19日㈫
 望月総合支援センター １月22日㈮

■離乳食教室「もぐもぐ  できるかな」
対象 生後７～９か月児をもつお母さん・お父さん
内容 試食・個別相談等
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物 母子健康手帳、子ども用エプロン・スプーン、オム

ツ・ミルクなどの必要なもの
会場・日程 臼田保健センター １月19日㈫
 浅科保健センター １月27日㈬

■申込先　母と子のすこやか相談室（佐久市保健センター）
 　　　　　☎63－3080（直通）または各支所保健福祉課

■地域集団健診
１月13日㈬　浅間会館
１月17日㈰　サングリモ中込
１月31日㈰　浅間会館

■乳がん検診
１月 ７日㈭　野沢会館
１月 ８日㈮　野沢会館
１月12日㈫　浅間会館
１月13日㈬　臼田保健センター（あいとぴあ臼田）
１月14日㈭　浅科保健センター
１月15日㈮　浅科保健センター
１月18日㈪　佐久市保健センター
１月19日㈫　佐久市保健センター

■申込先 健康づくり推進課保健推進係 ☎62-3196（直通）
 臼田支所健康づくり推進係 ☎82-3115（直通）
 浅科支所健康づくり推進係 ☎58-2001（代表）
 望月支所健康づくり推進係 ☎53-3111（代表）

　乳幼児健診・予防接種（ポリオ）はお住まいの住所により実施しま
す。なお､受診日・該当地区以外で受けられる場合は、あらかじめ市役
所または支所までご連絡ください。

乳幼児健康診査　時間13:30～（受付13:15～13:30）

■４か月児健康診査
佐久市保健センター 21年 ８月21日～９月10日生まれ １月13日㈬
 21年 ９月11日～30日生まれ １月27日㈬
臼田保健センター 21年 ９月生まれ １月15日㈮
浅科保健センター 21年 ９月生まれ １月28日㈭
望月総合支援センター 21年 ９月生まれ １月29日㈮

■10か月児健康診査
佐久市保健センター 21年 ２月21日～３月10日生まれ １月15日㈮
臼田保健センター 21年 ３月生まれ １月22日㈮
浅科保健センター 21年 ３月生まれ １月20日㈬
望月総合支援センター 21年 ３月生まれ １月29日㈮

■１歳６か月児健康診査
佐久市保健センター 20年 ４月６日～５月５日生まれ １月14日㈭
 20年 ５月６日～31日生まれ １月29日㈮
臼田保健センター 20年 ５月生まれ １月20日㈬
浅科保健センター 20年 ４月16日～５月31日生まれ １月13日㈬

■３歳児健康診査
臼田保健センター 18年10月生まれ  １月26日㈫
浅科保健センター 18年 ９月11日～10月31日生まれ １月19日㈫
望月総合支援センター 18年10・11・12月生まれ １月12日㈫

予防接種

■ 麻しん〈はしか〉風しん〈三日はしか〉混合・麻しん・風しん・
　三種混合・BCG（個別接種）・日本脳炎
市で委託した医療機関で随時予約を受け付けています。
詳しくは健康カレンダーをご覧ください。
※このうち日本脳炎は、国からの勧告に基づき、積極的な接種勧奨を
差し控えていますが、接種を希望する方は、健康づくり推進課、各支
所保健福祉課または主治医にご相談ください。
※ＢＣＧ接種で、生後６か月に達するまでの期間に、医学的に接種が
不適当であると判断された方は、ご相談ください。

納期限

税　目

●➡ 市税の納付は安全・確実・便利な「口座振替」で！
12月28日

12月28日納期限

市県民税（普通徴収） 第4期
国民健康保険税（普通徴収） 第6期

（普通徴収） 
介護保険料　　　　　　第9期
後期高齢者医療保険料　第6期
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窓口コーナー

D a t a   F i l e
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暮 ら し
健 康 メ モ

と

不用品活用コーナー
11月10日現在

■連絡先  生活環境課生活交通係☎62-3094（直通）
※お手元に広報が届くまでに交渉が成立した場合は、ご了承ください。

譲ります

譲ってください

口腔歯科保健センター事業

地域集団健診会場で歯周疾患検診を
実施しています（当日申込可500円）。

 総　数 101,133 人 （＋73人）

 男 49,613 人 （＋45人）

 女 51,520 人 （＋28人）

 世帯数 38,535 世帯  （＋37世帯） 
〈11月１日現在〉 （増減は前月比）

人身事故 43件

死　　亡 0人

負　　傷 57人

10月の月間件数 平成21年1月～10月の累計

395 件

4人

502人

救　　急 288件 2,545 件

火　　災 1件 45件

取扱サービス 戸籍・住民票・印鑑証明書の交付
 市税に係る証明・市税の納税

■休日窓口（市役所本庁２階市民課窓口）
開設日  12月27日㈰　　時　間  8:30～12:30

■夜間窓口
開設日　市役所本庁／平日は毎日開設します
　　　　各支所／12月７日㈪・14日㈪・21日㈪・
　　　　　　　　28日㈪
時　間　18:30まで

［無料］●シングルベット●冷風ファン●Ｔシャツ
（Ｌサイズ）●ＬＤ・ＣＤ・カセットコンポ●車椅子
●電動もちつき機●漬物容器（大小）●梅酒用ガ
ラス瓶（大小）●動力噴霧器●とうみ●スキーセ
ット●スケート靴●女性用ロングブーツ（24cm）
●スキーウエア●手まり用糸●犬小屋●都市ガ
スストーブ●冷凍庫（280ℓ）●茶箱●フォトアル
バム●餅つき機●かめ

［価格相談］●卓球台折畳式●温風ヒーター●座
椅子●空気清浄機●薪●スタッドレスタイヤ（ホ
イール付・185/65-R14）●薪ストーブ●はぜ
掛け用竿足セット40本●ベット用ブックスタンド
●レースカーテン●加湿器

［無料］●婦人用自転車●回転スツール●足踏み
脱穀機●パソコンモニター●額縁●洗濯機●Ｆ
ＡＸ付き電話●ポータブルミシン●鉄製はぜ足
●サイクロン式掃除機●ラジオ●パイプハウス
●家庭用野球練習ネット●スキーウェア（男児用
10～11号）●スキーウェア（女児用12～13号）
●子供服（１～５歳）●子供用自転車（18インチ）

［価格相談］●風風呂釜・シンク・薪ストーブ・
ガス台●シルバー編み機●運搬車●プロパンガ
ス用ファンヒーター

■お口の相談日
対象 市民
内容 歯科衛生士による歯科相談
会場・日程 口腔歯科保健センター（サングリモ中込２階）　１月25日㈪
時間 ９:30～12:00（一人30分程度）
★希望される方は申し込みが必要です。
■申込先　口腔歯科保健室　☎63-3781（直通）

12月の休日当番医　　診療時間　午前９時～午後５時
６日㈰
■金澤病院（岩村田804） ☎67-2048
■増田医院（岩村田2381-12） ☎66-0303

13日㈰
■しのはら形成・皮ふクリニック（岩村田2104-1） ☎67-8825
■さとう泌尿器科クリニック（岩村田1801-1） ☎68-2233

20日㈰
■高橋医院（望月133-8） ☎53-2366
■すみだクリニック（本新町294-1） ☎62-7122

23日㈬
■岡田医院（協和6981-1） ☎53-2123
■安藤クリニック（臼田1114-6） ☎82-7737

27日㈰
■おがわクリニック（望月746-8） ☎53-0162
■相馬北医院（野沢258-2） ☎62-1541

31日㈭
■金澤病院（岩村田804） ☎67-2048

※都合により変更になる場合があります。受診前に電話または佐久医師
会ホームページで、ご確認ください http://saku-ishikai.or.jp。

12月の休日小児科急病診療日
診療対象　小児科一次医療該当者
　　　　　（風邪や腹痛など、日常的な疾病のお子さん）
診 療 日　６日㈰・13日㈰・20日㈰・23日㈬・27日㈰・31日㈭
受付時間　午前８時30分～正午
診療時間　午前９時～受付した患者さんの診療が終わるまで
場　　所　浅間総合病院救急外来内科診察室
　　　　　（浅間総合病院の通院券が使用できます）
■問合せ　健康づくり推進課保健推進係  ☎62-3196（直通）（平日のみ）
　　　　　浅間総合病院医事課  ☎67-2295（内線1020）

12月の休日救急歯科診療所歯科診療日
診 療 日　  ６日㈰・13日㈰・20日㈰・23日㈬・27日㈰・29日㈫・30日㈬・

31日㈭
時　　間　午前９時～正午／午後１時～３時
場　　所　休日救急歯科診療所（サングリモ中込２階）
■問合せ　休日救急歯科診療所　☎63-3783
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市内のニュースが毎日ご覧いただけます。

毎日、市内の身近な情報を放送しています。

月～金曜日

月～金曜日

18:30～放送中です。

8:10～8:25に放送中です。

●再放送は
　当　日／21:00～、22:30～
　翌　日／6:30～、9:00～、12:30～です。

●再放送は当日の18:10～18:25です。

市役所の情報番組
「佐久市からのお知らせ」は

は

佐久シティーニュース

佐久市ホームページアドレス http://www.city.saku.nagano.jp
インターネットメール office@city.saku.nagano.jp 

お寄せいただいたご意見・ご提案は、今後の市政に役立たせていただきます。

あなたの声を
聞かせてください

市長および市政へのご意見・ご提案をお寄せください。
手紙や電話のほか、インターネットでもお受けしています。

　佐久市の特産品の一つであり、平成20年９月に特許庁から地域団体商標登録され、地域ブランドとして認　佐久市の特産品の一つであり、平成20年９月に特許庁から地域団体商標登録され、地域ブランドとして認
められた「佐久鯉」。佐久地域では、古くから、貴重なタンパク源として重宝され、各家庭で長年にわたり受められた「佐久鯉」。佐久地域では、古くから、貴重なタンパク源として重宝され、各家庭で長年にわたり受
け継がれてきた、ふるさとのおふくろの味です。鯉は、薬用魚と呼ばれるほど栄養価に富んでおり、さまざけ継がれてきた、ふるさとのおふくろの味です。鯉は、薬用魚と呼ばれるほど栄養価に富んでおり、さまざ
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　佐久市の特産品の一つであり、平成20年９月に特許庁から地域団体商標登録され、地域ブランドとして認
められた「佐久鯉」。佐久地域では、古くから、貴重なタンパク源として重宝され、各家庭で長年にわたり受
け継がれてきた、ふるさとのおふくろの味です。鯉は、薬用魚と呼ばれるほど栄養価に富んでおり、さまざ
まな効果があるとも言われています。
　今年のお年取りには、ご家族で一年の労をねぎらい、良い年を迎えられますよう、「佐久鯉」をぜひご賞味
ください。また、「佐久鯉」の代表的な家庭料理である、『鯉こく』と『うま煮』の作り方をご紹介します。

〈プレイガイド〉 交流文化館浅科、コスモホール、野沢会館、観光課、各
支所経済建設課、西澤書店、大阪屋書店、スーパーえちごや、プラザ佐久
■お問い合わせ ㈶佐久市文化事業団（コスモホール内☎82-3962）

浅科から”Xmasコンサート”のプレゼント

きよしこの夜Let’s enjoy 弦楽四重奏
日時 12月20日㈰
 午後２時開演
会場 交流文化館浅科（全席自由）
演奏曲 情熱大陸、となりのトトロなど
 親しみやすい曲を集めてお届け
出演　Vn村石達哉／大工原加奈子
　　　Va尾台和佳　Vc北沢加奈子
チケット 大人1,000円
　　　　高校生以下500円（全席自由）

「佐久鯉」「佐久鯉」ででお年取りお年取りをを

鯉こく（５人分） 鯉のうま煮（6人分）
【材　料】 鯉：1.3～1.5kg（１尾）

酒：1/2カップ
砂糖：大さじ3（隠し味程度で）
味噌：おたま2～3（お好みの量）
水：カップ6～7（鍋7分目）

【材　料】 鯉：1.5～2kg（1尾）
酒：1.5カップ
醤油：1カップ
砂糖：150ｇ
生姜薄切り：12枚

【作り方】
①鍋に水を入れ味噌を加え、強火で煮立てて鯉を入
れる（アクをこまめにすくう）。

②酒と砂糖を加え、ゆっくりと中火で１時間程度煮
込む。

③途中で味を見ながら、味噌と砂糖を加える。味噌
汁と違い、長く煮ることでコクが出て、美味しく
なります（身がくずれるのでかき回さない）。

④お椀に盛り、お好みで粉山椒をかけてお召し上が
りください。

【作り方】
①鍋に水と酒を入れ煮立て、鯉を並べて入れ、しば
らくしてアクをすくう。

②砂糖と醤油２／３を加え、生姜を入れて中火にし
て煮込む。

③途中で味を見ながら、残りの砂糖と醤油を加えて
さらに煮る。

③煮汁が少なくなったら火を止める。
④お皿に盛りつけて煮汁をかけてお召し上がりくだ
さい。

※作り方はあくまでも参考です。各家庭の味付けでおいしくお召し上がりください。


